


幸せを明日につなぐ
特 集 火災予防

年月の記入場所はメーカーや製品に
よって異なります。設置後まもなく
電池が切れた場合は販
売店またはメーカーに
ご相談ください。火災
警報器について、詳し
くは「10 年たったら、
とりカエル」で検索。
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No.737

市

報
い
い
や
ま

一
夜
に
し
て
、
今
ま
で
築
き

上
げ
て
き
た
財
産
、
思
い
出
、

人
の
命
を
も
消
し
去
る
火
災
。

今
あ
る
幸
せ
を
守
り
、
明
日

に
つ
な
ぐ
た
め
、
秋
の
火
災

予
防
運
動
に
ち
な
み
、
火
災

予
防
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

消
防
庁
で
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
火
災
予
防
意
識
の
一
層
の
普

及
を
図
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る

と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
11
月

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
・
維
持
管
理

　

火
災
予
防
運
動
の
重
点
項
目

に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
、
平
成
16
年
の
消
防

法
改
正
に
よ
り
、
新
築
住
宅
は
平

１ 2 3

『寝室』・『階段』→義務付けられている
『台所』・『居室』→推奨している
７㎡以上の居室が５部屋以上ある場
合は、その階の廊下に設置が必要
です。詳しくは岳北消防本部☎ 62-
0119 までお問い合わせください。

【購入するときは】
警報器は、電気器具小売店などで購入
できます。購入の際は、国
で定める技術基準に適合
した「合格の表示」付き
のものをおすすめします。

QR コードで
ホームページ
をチェック！

■電池式住宅用火災警報器の
　トラブル経験

ボタンを押す、またはひもを引いて、
火災警報器が作動するか確認してく
ださい。

警報器の設置年月や製造年月を確認
し、古いものであれば、交換をお勧
めします。（目安10年）

法律により、個人の住宅を含むすべ
ての住宅に住宅用火災警報器を設置
することが義務付けられています。

　古くなると、電子部品の劣化や電池切れなどで
火災を感知しなくなることがあります。家電製品
の標準的な使用期間は、一般的に７年から 10年
といわれています。住宅用火災警報器も同様で
す。電子部品の劣化や電池切れなどで、火災を感
知しなくなることがあり、とっても危険です。

　国民生活センターの調査によると、電池式の住宅用火災警報
器を設置している人のうち、約１割が電池切れなど何らかのトラ
ブルを経験していました。しかし、トラブルを経験していながら、
住宅用火災警報器をそのまま放置していたり、取り外してしまっ
た人は約30％もいました。いざというとき火災を感知できない
ので、日常生活でのリスクが高まることになります。

◎出典：独立行政法人国民生活センターの報
　道発表資料より抜粋（平成29年9月7日）

点検してみましょう！ 年月を確認してみましょう！ 設置場所を確認しましょう！

（一社）日本火災報知機工業会キャラクター「とりカエル」

成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、
既
存
住

宅
は
岳
北
行
政
組
合
の
条
例
に
よ

り
、
平
成
21
年
６
月
１
日
か
ら
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災

を
感
知
す
る
た
め
に
常
に
作
動
し

て
お
り
、
そ
の
電
池
の
寿
命
の
目

安
は
約
10
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
そ
の
多
く
が
設
置
後
10
年
を

迎
え
、
電
池
切
れ
等
に
よ
り
火
災

時
に
適
切
に
作
動
し
な
く
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
設
置
場
所
や
ご

自
宅
に
設
置
し
て
る
も
の
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

通
電
火
災
を
ご
存
知
で
す
か

　
近
年
、
全
国
で
大
規
模
な
地
震

や
風
水
害
な
ど
自
然
災
害
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
本
震
に
よ
る

火
災
１
１
１
件
の
う
ち
原
因
が
特

定
さ
れ
た
も
の
が
、
１
０
８
件
。

そ
の
う
ち
過
半
数
が
電
気
関
係
の

出
火
で
し
た
。
水
害
で
は
コ
ン
セ

ン
ト
な
ど
が
浸
水
し
、
再
通
電
す

る
こ
と
で
火
災
に
至
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
通
電
火

災
に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○正常な場合は？
正常をお知らせするメッセージまたは
火災警報音がなります。

「ピピ、
ピーピーピー」

「ピーピーピー
火事です」

○音が鳴らない場合は？
電池がきちんとセットされているか、
ご確認ください。電池のコネクタが、
本体にしっかり差し込まれていないと
音が鳴らない場合もあります。
「・・・・」 「しーん」

警報器の電池切れなどのトラブル経験者は１割

しかも気がつきながら
交換しなかった人が約 30％

あり
13％

87％なし

合格の表示

○設置年月記入場所

○○○○年○月設置

火災警報器
の表面

○製造年月記載場所

火災警報器
の裏面

製造年月○○○○.○

故
障
率

使用期間

初期故障期 偶発故障期

故障率曲線

電池を替えても
本体は摩耗故障期
のままです

摩耗故障期

目安 10 年

寝室寝室

台所
設置推奨

設置義務

居室

火
災
警
報
器
確
認
し
て
ね

チ
ェ
ッ
ク
は
３
つ
！いますぐチェック！

住宅用火災警報器
わが家の

電池切れでも

本体ごと交換を



45   市報いいやま / 20.11

お知らせ Pickup ⤴

　新型コロナウイルス感染症の影響に
より、事業の休廃止や勤務先の休業等
で収入が著しく減少した場合など、収
入見込み等をベースにした手続によっ
て、国民健康保険税の減免が受けられ
る場合があります。
　申請書の提出期限が来年の１月29日までとなっ
ています。該当される方はお早めに申請の手続き
をお願いします。詳細については、税務課にお問
い合わせください。

■対象
　新型コロナウイルス感染症の影響により、次
のいずれかに該当する方
①世帯の主たる生計維持者が死亡または重篤
な傷病を負った世帯の方
②世帯の主たる生計維持者の収入減少が見込
まれる方
　特に②については該当するための要件が複数
ありますのでご注意ください。制度の詳細は７
月にお送りしました、国民健康保険税の納税通
知書に同封のチラシをご覧ください。

■申請方法
申請書等申請に必要な書類は税務課窓口にてお
渡ししております。市ホームページからもダウン
ロードできますのでご利用ください。

■受付期間
　令和３年１月 29日（金）まで
■お問い合わせ
　市役所 税務課 市民税係　電話 67-0723（直通）

　新型コロナウイルス感染症の緊急
経済対策として、中小事業者等に対
して令和３年度の課税分に限り償却
資産と事業用家屋に係る固定資産税
および都市計画税の負担を軽減しま
す。
　詳細については、中小企業庁ホームページをご
覧いただくか、税務課にお問い合わせください。

■対象
・設備等の償却資産及び事業用家屋に対する固定
資産税

・事業用家屋に対する都市計画税
■減免率
令和 2年 2月から10月までの連続した 3カ月
間の売上高が、前年の同期間と比べて
　30％以上 50％未満の減少 　　1/2 に減免
　50％以上の減少  　　全額免除

■申請方法
認定経営革新等支援機関（認定を受けた税理士・
商工会議所・銀行等）の認定を受け、市税務課へ
償却資産申告書と合わせて申請
申告書は税務課窓口にてお渡ししております。市
ホームページからもダウンロードできますのでご
利用ください。

■市の受付期間
　令和3年1月4日（月）から2月1日（月）まで
■お問い合わせ
　市役所 税務課 資産税係　電話67-0723（直通）

国民健康保険税の減免国
再掲

固定資産税
都市計画税

国
新規

令和３年度課税

中小事業者の売上減少に対し

全額免除または 1/2 減免

申請期限が近づいています

対象となる方は
お早めの申請手続きを

の軽減措置

QR コードで
ホームページ
をチェック！

QR コードで
ホームページ
をチェック！

コロナに負けない
For a future smile

新型コロナウイルス感染症関連のお知らせ

「
通
電
火
災
」

　

台
風
な
ど
の
自
然
災
害
や
地
震
に
よ
り

停
電
し
、
そ
の
後
復
旧
し
再
び
通
電
す
る

こ
と
で
発
生
す
る
火
災
で
す
。

　

発
生
原
因
と
し
て
は
、
浸
水
や
地
震
の

揺
れ
に
よ
り
破
損
し
た
電
気
配
線
や
電
気

機
器
な
ど
に
、
復
旧
に
伴
う
給
電
の
再
開
、

地
震
の
揺
れ
で
可
燃
物
が
電
気
ス
ト
ー
ブ

に
接
触
し
た
状
態
で
の
給
電
の
再
開
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

○停電中は電化製品のスイッチを
切るとともに、電源プラグをコ
ンセントから抜く。

○停電中に自宅から離れる際は、
ブレーカーを落とす。平時から
忘れないよう、玄関ドアに「避
難時ブレーカー断」等の表示を
しておく。

○電化製品、配線やコードが破損・
損傷していないか、燃えやすい
ものが近くにないかなど安全を
確認してから電化製品を使用す
る。

○壁内の配線の損傷や電化製品内
部の故障により、再通電後、長
時間経過したのち火災に至るこ
とがあるため、煙の発生などの
異常を発見した際は、直ちにブ
レーカーを落とし、消防機関に
連絡する。

○住宅用分電盤に、配線の損傷や
短絡があった場合に電気を自動
で遮断する「コード短絡（ショー
ト）保護機能」や地震発生時に
設定値以上の揺れを感知したと
きに、電気を自動的に止める「感
震ブレーカー」を
設置する。

※住宅用分電盤に漏電を
検知し電気の供給を遮断
する「漏電ブレーカー」
があるかご確認ください。

　
コ
ン
セ
ン
ト
が
う
ま
く
差
し
込
ま

れ
て
い
な
い
状
態
で
、
コ
ン
セ
ン
ト

周
り
に
綿
ホ
コ
リ
が
た
く
さ
ん
あ
る

場
合
、
そ
こ
に
窓
や
壁
の
結
露
な
ど

の
水
分
が
加
わ
る
こ
と
で
シ
ョ
ー
ト

し
、
火
災
に
至
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
冷
蔵
庫
や
大
型
テ
レ
ビ

な
ど
普
段
動
か
さ
な
い
大
型
家
電

製
品
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
対
策
と
し
て
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
の

差
込
口
が
大
型
家
電
製
品
の
真
裏

に
な
ら
な
い
よ
う
見
え
る
位
置
に
工

夫
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
年
末
の
大

掃
除
な
ど
年
２
回
は
コ
ン
セ
ン
ト
の

差
込
口
な
ど
の
綿
ホ
コ
リ
を
取
り
除

く
こ
と
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

コ
ン
セ
ン
ト
の

差
込
口
の
ホ
コ
リ

ご
確
認
く
だ
さ
い
！

「通電火災」を防ぐための
３つの対策！

わが家の

１ 2 3停電・避難時の対応 停電復旧時の対応 日頃からの備え

QR コードで
ホームページ
をチェック！
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「
通
電
火
災
」

破損や、水分が
付着した電化製
品に再通電する
ことで発火

転倒・落下した可
燃物がヒーター
に接触した状態
で再通電し発火

水槽などの転倒や風
水害による浸水等で
コンセントに水がか
かり再通電時に発火

ご
確
認
く
だ
さ
い
！
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コロナに負けない
For a future smile

新型コロナウイルス感染症関連のお知らせ

新型コロナウイス感染症対策　長野県民手帳　抜粋

買い物
通販も活用
1人または少人数で空いた時間に
電子決済の活用
計画を立てて素早く済ます
サンプルなど展示品への接触は控えめに
レジに並ぶときは、前後にスペース

娯楽・スポーツ
公園はすいた時間、場所を選ぶ
筋トレやヨガは自宅で動画を活用
ジョギングは少人数で
すれ違うときは距離をとるマナー
予約制を利用してゆったりと
狭い部屋での長居は無用
歌や応援は、十分な距離かオンライン

公共交通機関の利用
会話は控えめに
混んでいる時間帯は避けて
徒歩や自転車も利用

冠婚葬祭などの親族行事
多人数での会食は避けて
発熱や風邪の症状がある場合は参加しない

食事
テイクアウトやデリバリーも活用
屋外空間で気持ちよく
大皿は避けて、料理は個々に
対面ではなく横並びで座ろう
料理に集中、おしゃべりは控えめに
お酌、グラスやお猪口の回し飲みは避けて

日常生活の各場面で
気を付けること

新たな日常のすゝめ
■給付額
　最大 600万円（法人）、最大 300万円（個人事業主）
■対象者
法人（中小企業、小規模企業者）または個人事業主で、
事業用の土地や建物の賃料の支払いがあり、事業を
継続する方

■条件
令和２年 5月から12月までの間で、「1カ月の売
上が 50％以上減少」もしくは「連続した３カ月の
売上が30％以上減少」

■申請方法
「家賃支援給付金ホームページ」からのオンライン申請

■期限
令和３年１月 15日（金）

■お問い合わせ
家賃支援補助金コールセンター
電話 0120-653-930

家賃支援給付金

QR コードで
ホームページ
をチェック！

国
新規

■給付額
最大 200万円（法人）、最大 100万円（個人事業主）

■対象者
法人（中小企業、小規模企業者）または個人事業主で、
事業を継続する方

■条件
令和２年１月～１２月の間で、１カ月の売上が前年
同月比で50％以上減少
※農業収入の場合、収入がない月は前年売上の月平均よりも
50％以上減少していることが多々あり、制度設計上、申
請はできますが、「新型コロナ」の影響によるものかどう
か、申請前にもう一度ご確認ください。

■申請方法
「持続化給付金ホームページ」からのオンライン申請

■期限
　令和３年１月 15日（金）
■お問い合わせ
〇持続化給付金コールセンター
　電話 0120-279-292
〇長野県北信地域振興局 商工観光課
　電話 0269-23-0219

持 続 化 給 付 金
あらためてご案内します

QR コードで
ホームページ
をチェック！

国
再掲

■給付額
30 万円（宿泊事業者）、20万円（飲食事業者）

■対象者
「宿泊または飲食業者」で市内に店舗があり、かつ法
人または住民票が飯山市にあり、事業を継続する方

■条件
令和２年１月～１２月の間で、１カ月の売上が前年
同月比で50％以上減少 ほか

■申請方法
市役所商工観光課へ申請書類を提出

■期限
　令和３年１月 29日（金）
■お問い合わせ
市役所 商工観光課 商工係　電話 67-0731（直通）

飯山市宿泊事業者等
事業継続支援給付金

QR コードで
ホームページ
をチェック！

市
再掲

■給付額
10 万円

■対象者
「宿泊または飲食業者」以外の事業者で市内に店舗
があり、かつ法人または住民票が飯山市にあり、事
業を継続する方

■条件
国の持続化給付金の交付を受けた方ほか

■申請方法
市役所商工観光課へ申請書類を提出

■期限
　令和３年２月 26日（金）
■お問い合わせ
市役所 商工観光課 商工係　電話 67-0731（直通）

飯山市事業継続支援
給付金

QR コードで
ホームページ
をチェック！

市
再掲

　広報飯山 10月号でご案内した高収益作物次期作支援
交付金について、国で制度の見直しがありました。こ
れは、すでに申請されたものの中に、要件に該当する
ものの必ずしも新型コロナウイルスに影響があったと
は言えない申請も含まれており、運用の見直しがされ
たものです。

■主な見直し内容
　①交付対象面積　売上が減少した品目の作付け面積
　②交付額の限度額　減収額を超えない範囲
　③厳選出荷の取組日数　１人につき 90日まで
■出荷時期および対象品目
　令和２年２月～４月　 野菜、花卉 など
　令和２年５月  花卉、ブルーベリー など
　令和２年６月　　　 いちご農園
※これらの品目については、いずれの場合も、
　　①昨年に比べての売上の減少額
　　②交付対象面積のいずれかの低い額
が対象となります。減少額は、申告書により提出いただき
ます。先に２～４月分として提出いただいた中に、５月以降
の出荷分も含まれていましたが、今回の運用見直しにより、
これらも対象外となります。花卉におきましては、５月出荷
分も対象となりますので、申告書の提出をお願いします。

■交付条件
国が指定する安全確保、省力化等の取
組みを２つ以上行う必要があります。
取組内容は、お問い合わせください。

■申請期限
　11月 25日（水）
■提出場所
　飯山市農業再生協議会 事務局 飯山市農林課農業振興係
■制度の見直し
運用見直しの経過については、農林水産省のホーム
ページをご覧ください。詳しくは、関東農政局 園芸特
産課☎048-740-0434までお問い合わせください。

■お問い合わせ
○ JA 花卉部会に所属されている方
　JAながのみゆき営農センター　電話 62-5600
○その他の方
　市役所 農林課 農業振興係　電話67-0729（直通）

高収益作物次期作支援交付金
対象作物決定・一部制度見直し

QR コードで
ホームページ
をチェック！

国
再掲
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　高齢、障がい、病気等で冬期間の道路から玄関先までの自
力除雪が困難な世帯に対し、緊急時避難路確保を目的として、
区長が選定した除雪作業員による除雪支援を行うものです。
また、除雪作業員に対して一定の作業料を支払います。
■対象および助成額等
　・経済的・身体的にも除雪困難な世帯
　　　１回あたり 1,000円（１時間超 3,000 円）
　・上記に該当しない除雪困難な世帯
　　　１回あたり　 500円（１時間超 1,500 円）
　※原則として同一区内に除雪能力を有する直系の親族がい
　　る場合は対象となりません。
■対象作業

積雪が 15cm 以上となった場合に、通路幅を概ね 1m 確保
する除雪作業（１日当たり何回でも助成の対象）

■申請方法
各集落の区長さんに相談いただき、市へ申請をお願いしま
す。また、対象世帯に該当するか不明の場合は、保健福祉
課社会福祉係までお問い合わせをお願いします。申請内容
を審査後に結果を申請世帯に通知します。

高齢者等玄関先除雪支援事業 飯山市除雪支援隊補助金

冬期通行不能区間閉鎖予定（国・県道等）

路線名 閉鎖区間 距離
（km） 閉鎖期間 備考

一般国道
403 号

照岡字藤沢地先～
照岡字原地先（旧照岡牧場） 6.5 11/18 ㈬ 14:00 ～

 　　 5/7 ㈮ 16:00
大型車は
通年通行止

照岡字原地先（旧照岡牧場）～
照岡字照岡山地先（新潟県境・伏野峠） 4.8 11/11 ㈬ 14:00 ～

 　　 6/4 ㈮ 16:00
大型車は
通年通行止

主要
地方道
95 号

上越飯山
線

一山字岩下地先（温井）～
一山字田茂木平地先（田茂木池） 2.0 11/11 ㈬ 14:00 ～

  　　4/23 ㈮ 16:00

一山字田茂木平地先（田茂木池）～
一山字田茂木平地先（チェーン着脱場） 2.7 11/11 ㈬ 14:00 ～

  　　4/23 ㈮ 16:00

一山字田茂木平地先（チェーン着脱場）～
一山字大神楽地先（新潟県境・関田峠） 3.0 11/11 ㈬ 14:00 ～

  　　5/21 ㈮ 16:00

一般県道
411 号

飯山新井
線

寿字堰下地先（顔戸）～
寿字大倉地先（桂池） 5.9 11/11 ㈬ 11:00 ～

  　　4/23 ㈮ 11:00

寿字大倉地先（桂池）～
寿字大倉地先（新潟県境） 1.0 11/11 ㈬ 11:00 ～

 　　 5/21 ㈮ 11:00

※規制開始前でも積雪の状況により通行不能となる場合があります。
また、解除予定期日は、積雪状況により変更します。詳しくは、長野県北信建設事務所飯山事
務所（☎ 62-4111）までお問い合わせください。

　市では消雪施設の電力料
金削減のため、消雪パイプ
の井戸電源は融雪用電力契
約を行っています。融雪用
電力契約とは、１日のうち
２時間の電力遮断を行うこ
とにより年間を通して電力
料金の削減が図れる有利な
契約方法です。ご理解をお
願いします。
■電力停止による
　消雪パイプ散水休止時間
　おおむね
　11 時 ～ 12 時（1 時間）
　13 時 ～ 14 時（1 時間）

思 い や り の 心 で 快 適 な 冬 を

雪 に 関 す る 支 援 等 の ご 案 内

今 冬 の 除 雪 体 制
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に
雪
を
積
み
上
げ
る

な
ど
工
夫
し
、
速
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。特
に
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ド
ロ
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タ
リ
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除
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で
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ま
れ
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路
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ま
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は
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除
雪
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械
に
よ
る
破
損
や
支
障
等
が
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を
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ま
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ま
す
よ
う
次
の
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に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

 除雪している道路の距離は？

 出動の目安は？

今冬は市道 347㎞を除雪
使用する除雪車は、タイヤドーザ 54 台、ロータ
リ車 30 台の合計で 84 台です。

積雪 10㎝以上で出動
夜中に降雪状況を確認し、通勤・通学の時間帯まで
に早朝除雪を行います。また日中に連続した降雪があ
る場合には、帰宅時間を考慮した日中除雪を行います。

個
人
の
除
雪
機
に
よ
る
除

雪
を
行
い
、
燃
料
費
相

当
額
を
支
援
す
る
制
度
（
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ラ
ム
除
雪
）
ー
対
象
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市
道
認
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さ
れ
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い
る
路
線
で
住
家
が
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な
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ら
、
幅
員
が
狭
く
除
雪
車
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ら
な
く
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っ
て
い
る
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で
す
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区
長
さ
ん
を
通
じ
て
申
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を
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願
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し
ま
す
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作
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中
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除
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大
き
な
除
雪
車
に
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流
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し
な
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転
落
す
る
な
ど
、
大

き
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事
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が
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可
能
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で
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い
。

　

本
格
的
な
降
雪
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
、

12
月
１
日
に
除
雪
対
策
本
部
を
設
置
し

て
体
制
を
整
え
、
除
雪
機
械
を
フ
ル
稼

働
さ
せ
て
生
活
道
路
の
確
保
に
あ
た
り

ま
す
。
降
雪
期
は
、
苦
労
す
る
面
が
多

く
あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
思
い
や
り
の

心
で
快
適
な
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
内
の
道
路
除
雪
は
、
原
則
と
し
て

国
・
県
道
を
北
信
建
設
事
務
所
が
、
市

道
を
飯
山
市
が
受
け
持
っ
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
除
雪
作
業
は
通
勤
通
学
の
時

間
帯
を
考
慮
し
、
午
前
７
時
を
め
ど
に

終
了
す
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
朝
方
の
集
中
的
な
降
雪
、
予

想
外
の
大
雪
や
、
重
い
雪
質
の
時
は
作

業
時
間
が
延
び
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

飯山市除雪対策本部（克雪センター内）　☎ 62 -３１１１ 内線６１０

消雪パイプの稼動休止に
ご理解ご協力お願いします

保健福祉課 社会福祉係　 ☎ 67-0727（直通）

　地域の皆さんが取り組む、除雪支援隊の活動について支
援します。除雪支援隊は、玄関先等の除雪を依頼したい方
に対して、市内において有償で除雪を行う団体です。詳し
くは、雇用ビジネス推進課までお問い合わせください。
■対象および交付金額等
　・設立に対して 50,000円を交付
　・傷害保険掛金の 2/3 以内を補助
　・除雪機を購入した経費の 1/10 以内を補助
　　（上限額 30 万円）

雇用ビジネス推進課　 ☎ 67-0732（直通）



○「録音」ボタンが点滅している場合
未再生の放送があることを示しています。

※緑色・橙色の点滅をなくしたい方へ
　「再生 / 次へ」ボタンを押し、未再生のもの全て
再生する必要があります。
　全て聞く必要がなければ、未再生のものが終わる
まで「再生 / 次へ」ボタンを連続して押してくださ
い。未再生のものが聞き終わると「プー」と音がなり、
緑色のランプが点灯します。録音する必要がなけれ
ば、録音を解除するようお願いします。

○録音設定・解除
録音設定 →「録音」ボタンを押す→緑色ランプ点灯
録音解除 →「録音」ボタンを押す→緑色ランプ消灯

■新しい戸別受信機の録音機能をご紹介します
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市民環境課 国保年金係 ☎ 67-0726（直通）　保健福祉課 障がい福祉係 ☎ 67-0727（直通）
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■対象となる方
　①障害基礎年金または障害年金１級、２級を受給し
　　ている方
　②身体障害者手帳１級、２級、３級の方
　③身体障害者手帳４級の方で、次のいずれかに該当
　　する場合
　　・下肢障がい 4 級 1 号（両下肢の全ての指を欠くもの）
　　・下肢障がい 4 級 3 号（左右どちらか一方の下肢を下腿
　　　の 2 分の 1 以上欠くもの）
　　・下肢障がい 4 級 4 号（左右どちらか一方の下肢の機能
　　　の著しい障がい）
　　・音声機能、言語機能、またはそしゃく機能の著しい障がい
　④療育手帳 A １、A ２の方
　⑤精神障害者保健福祉手帳１級、２級の方

■ご加入いただくと、医療機関へかかったときの
　自己負担割合が変わることがあります

　○一般的な自己負担割合　　　　　１割
　○所得の多い方の自己負担割合　　３割

65 歳以上 75 歳未満で次に該当する方は、後期高齢者医療制度に加入いただくことができます

障がいをお持ちの方へ 65 歳からの医療保険について防災行政無線のデジタル化に伴い
古い戸別受信機が12 月16日から使用できなくなる予定です

「飯山の新たな学校づくりを考える」
地域説明会を開催します

■今までご加入の保険と保険料の額が変わります
所得や世帯の状況等により、今までの保険料より高額
になったり、不利益が生じる場合があります。

※申請した日以降に、この制度に加入します。それまで加入
していた健康保険は、資格喪失となります。また、後期高
齢者医療制度に加入した場合であっても、75 歳になるま
では将来に向かって取り下げることが可能です。

■医療費の助成（福祉医療費特別給付金制度）について
左記の①～⑤に該当される方は、医療費の助成 ( 福祉
医療費特別給付金制度 ) を受けられる場合があります
のでお問い合わせください。

※身体障害者手帳４級に該当の方、手帳等は所持しておらず
障害基礎年金または障害年金の受給権のある方は、後期高
齢者医療制度に加入することが必要となります。

　このほか、所得要件等があります。

■持ち物
印鑑、保険証、現在お持ちの各種障害者手帳等、障害
基礎年金または障害年金の年金証書（お持ちの方）

■紹介時間　1 店舗あたり 10 分以内
■参加費　　無料
■撮影編集　飯山市 
■協　力　　飯山商工会議所 飯山飲食店組合
■申込方法　飯山市ホームページまたはQRコー
 　　ドからお申込みください
■申込締切　11 月 30 日（月）

G
ガ ッ ツ リ
ATTURI 飯山「パクパク上野編」参加店募集中

　市が主体となり、リアルなまちの情報として YouTube の専用チャ
ンネルで市内飲食店を紹介します。
　市内企業への就職と雇用を促進する YouTube を活用した企業紹
介映像 GATTURI 飯山「企業紹介編」と併せて紹介します。

　全国的な少子化のなか、飯山市も少子化
が進んできています。児童・生徒数の減少で、
学校運営や教育活動・部活動等に課題が生
じ、これらの課題とこれからの時代を踏ま
え、学校の適正規模・配置等を考えるため、
検討委員会等で審議を進めてきました。
　今回、検討委員会の答申に基づき、飯山
市教育委員会として、飯山の新たな学校の
目指すべき姿と保育園のあり方や児童クラ
ブ・センターなどについての考え方を示す
ため右のとおり、説明会を開催しますので
ご参加ください。

■対象校区・日付・場所
　泉台小学校区    11 月 18 日（水）
　常盤小学校区    11 月 20 日（金）
　東小学校区    11 月 24 日（火）
　戸狩小学校区    11 月 25 日（水）
　飯山小学校区    11 月 26 日（木）
　木島小学校区    12 月  1 日（火）
　秋津小学校区    12 月  2 日（水）
■場所
　対象校区小学校ランチルーム
■時間
　午後６時 30 分から午後 8 時まで

雇用ビジネス推進課　☎ 67-0732（直通）子ども育成課 学校教育係　☎ 67-0741（直通）

YouTubeで市内飲食店を紹介

QR コードか
ら申し込み
G o o g l e
フ ォ ー ム

QR コードで
YouTube 動画
をチェック！

使用できなくなる
古い戸別受信機

　防災行政無線のデジタル化に伴い、現在、市内の電気店が各ご家庭等を訪問し、デジタル
戸別受信機の配布を行っており、11 月中に訪問を終えることから、12 月 15 日（火）をもっ
てアナログ波を停止する予定です。訪問した際に不在であった場合には、不在連絡票を投函
しておりますので、記入してある市内電気店へご連絡ください。その他、デジタル戸別受信
機が配布されていないご家庭等がありましたら、危機管理防災課までお問合せください。

  危機管理防災課 防災消防係　☎ 67-0721（直通）

新しい戸別受信機

「録音」ボタン

「緊急解除 / 停止」ボタン

「再生 / 次へ」ボタン

を録音
「緊急放送（火災含む）」と
「定時放送など」

◎録音設定「あり」

「録音」ボタン
点灯

を録音「緊急放送（火災含む）」

◎録音設定「なし」

「録音」ボタン
消灯

私たちが GATTURI（ガッツリ）
応援します！

パ
ク
パ
ク
上
野
さ
ん

し
ょ
こ
た
ん

い
の
っ
ち
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保
育
に
自
然
保
育
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
子

ど
も
の
自
然
の
恵
み
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
を
醸
成
し
、
自

ら
学
び
成
長
し
よ
う
と
す
る
力

を
育
む
こ
と
を
理
念
と
し
、
長

野
県
が
認
定
し
て
い
る
﹁
信
州

型
自
然
保
育
︵
信
州
や
ま
ほ
い

く
︶
団
体
﹂
と
し
て
、
市
立
保

育
園
７
園
が
、
10
月
１
日
付
で

認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
飯
山
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

各
保
育
園
に
お
い
て
、
飯
山
市

の
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
遊
び

や
体
験
な
ど
自
然
と
ふ
れ
あ
う

保
育
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

　

10
月
16
日
に
、
経
済
産
業

省
は
、
令
和
２
年
度
伝
統
的
工

芸
品
産
業
功
労
者
等
﹁
経
済

産
業
大
臣
表
彰
﹂
お
よ
び
﹁
関

東
経
済
産
業
局
長
表
彰
﹂
の

受
賞
者
を
発
表
し
、
経
済
産
業

大
臣
表
彰
に
、
飯
山
仏
壇
事
業

協
同
組
合 

上
海
一
徳
︵
じ
ょ
う

か
い 

か
ず
の
り
︶ 

理
事
長
が
、

関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰
に

飯
山
仏
壇 

藤
澤
一
雄 

伝
統
工

芸
士
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し

た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
伝
統
的
工
芸

品
産
業
の
振
興
に
関
し
顕
著
な

功
労
が
あ
っ
た
個
人
等
を
表
彰

す
る
こ
と
に
よ
り
、
伝
統
的
工

飯
山
グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
ラ
ボ
を
開
催

長
野
県
ス
キ
ー
大
会
週
間 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
て
実
施

台
風
災
害
復
興
・
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
を
願
い
花
火
を
打
ち
上
げ

飯
山
市
消
防
団
　
長
野
県
知
事
表
彰
を
受
賞

　
11
月
３
日
に
、
千
曲
川
流
域

復
興
等
花
火
打
上
げ
飯
山
市
実

行
委
員
会
︵
会
長　
飯
山
市
長

足
立
正
則
︶
が
、
市
内
２
カ
所

で
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
令
和
元
年
度
東
日

本
台
風
災
害
か
ら
１
年
を
迎
え

た
県
内
被
災
地
を
繋
げ
、
復
興

に
向
け
た
希
望
の
象
徴
と
す
る

と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
収
束
や
医
療
お
よ
び
介
護

従
事
者
へ
の
感
謝
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
打
撃
を
受

け
る
経
済
の
回
復
に
向
け
た
発

　
10
月
26
日
、
飯
山
市
消
防
団

︵
団
長
：
出
澤
重
樹
︶
が
、
知
事

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
令
和
元
年
東
日
本

台
風
災
害
に
お
け
る
人
命
救
助

や
応
急
・
復
旧
対
応
に
お
い
て
、

顕
著
な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た

方
々
に
対
し
、
長
野
県
知
事
か

ら
表
彰
状
を
授
与
ま
た
は
感
謝

状
が
送
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
飯
山
市
消
防
団
は
、

9
月
10
日
に
は
、
令
和
元
年
東

日
本
台
風
に
際
し
、
水
防
活
動

と
と
も
に
、
河
川
等
の
排
水
活

　
長
野
県
立
大
学
と
の
包
括
連

携
協
定
に
基
づ
き
、地
域
の
グ
ッ

ド
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
学
び
、
仲
間

と
つ
な
が
り
ヒ
ン
ト
を
得
る
場

﹃
飯
山 
グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
﹄
を
９
月
７
日
に
開

催
し
ま
し
た
。

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
行
わ
れ
、
市

内
外
の
若
い
事
業
者
や
学
生
な

ど
約
40
名
が
参
加
し
、
諏
訪
市

の
リ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
事
例
を
参
考
に
、
地
域
の
コ

　
第
43
回
長
野
県
ス
キ
ー
大
会

週
間
開
催
に
向
け
、
第
１
回
飯

山
市
実
行
委
員
会
が
10
月
29
日

に
飯
山
市
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ

ら
で
行
い
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
会
場
、
事
業
計
画
案
な
ど

に
つ
い
て
、
協
議
し
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
大

会
運
営
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
講
じ
た
大
会
運
営
指
針

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
指

信
と
し
て
、
打
ち
上
げ
花
火
を

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
花
火
の
打
ち
上
げ
は
、
長
野

市
が
千
曲
川
沿
川
の
市
町
に
呼

び
か
け
、
同
日
同
時
刻
に
12
市

町
で
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
市
内
で
は
、
旧
城
南
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
長
峰
ス
ポ
ー
ツ

公
園
多
目
的
広
場
か
ら
、
当
日

午
後
６
時
30
分
か
ら
約
10
分

間
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

動
、
住
民
の
避
難
誘
導
・
救
助

な
ど
を
行
い
、
人
命
の
安
全
確

保
と
被
害
の
軽
減
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
と
し
、
内
閣
総
理
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
知
事
表
彰
を
受
賞
し
、
出
澤

団
長
は
、﹁
内
閣
総
理
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
た
時
と
同
様
、
消

防
団
の
活
動
は
市
民
の
安
全
確

保
や
被
害
軽
減
に
つ
な
が
る
こ

と
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認

識
し
た
。﹂
と
語
り
ま
し
た
。

市
立
保
育
園
が

信
州
型
自
然
保
育
団
体
に
認
定

飯
山
仏
壇
事
業
協
同
組
合 

上
海
一
徳
理
事
長

飯
山
仏
壇
伝
統
工
芸
士
　
藤
澤
一
雄
さ
ん

が
経
済
産
業
省
か
ら
表
彰 飯山グッドビジネスラボ（オンラインミーティング）

開会に先立ちあいさつする足立市長

紅葉した神戸の大イチョウ（瑞穂）の下で遊ぶ園児たち 信州やまほいくロゴ

イベントであいさつする上海理事長

工房で仕事をする藤澤さん

医療・介護従事者に向けて打ち上げられたブルーの花火（飯山駅前）

賞状を手にする出澤団長

今
回
の
認
定
を
機
会
に
、
よ
り

安
全
に
充
実
し
た
体
験
の
た
め

の
専
門
的
な
指
導
や
技
術
的

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
今
後
も
一
層
の
自
然
型
保
育

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
各

園
の
活
動
に
つ
い
て
も
随
時
情

報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。

芸
品
の
国
民
生
活
へ
の
一
層
の

浸
透
お
よ
び
当
該
産
業
に
携
わ

る
方
々
の
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
59

年
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

受
賞
に
あ
た
り
、
上
海
理

事
長
は
、﹁
評
価
を
い
た
だ
き

と
て
も
う
れ
し
い
。
今
後
も
飯

山
仏
壇
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
。﹂
と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。
藤
澤
さ
ん
は
、﹁
昨
年

の
台
風
で
家
が
水
害
に
遭
い
、

コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
に
も
打
撃
を

受
け
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
今

回
思
い
が
け
ず
賞
を
い
た
だ
き

う
れ
し
い
。
今
後
も
頑
張
り
た

い
。﹂
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
デ
ザ
イ
ン
や
そ
れ

ら
を
拡
散
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス

な
ど
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
の
話
し
合
い
を
交
え

な
が
ら
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
︵
別
の
視
点

か
ら
見
直
す
︶
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
﹃
飯
山
グ
ッ
ド
ビ
ジ

ネ
ス
ラ
ボ
﹄
も
７
月
か
ら
３
回

シ
リ
ー
ズ
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

針
に
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発

出
状
況
な
ど
に
よ
る
開
催
可
否

の
判
断
基
準
、
開
閉
会
式
を
行

わ
な
い
、
表
彰
式
な
ど
は
最
小

限
の
人
数
で
、
短
時
間
で
行
う

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
ス
キ
ー
大
会
週
間

は
、
令
和
３
年
１
月
16
日
か
ら

１
月
22
日
ま
で
の
７
日
間
、
戸

狩
温
泉
ス
キ
ー
場
や
長
峰
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス

な
ど
で
開
催
し
ま
す
。

飯山のニュース



15  市報いいやま / 20.11 14

I n f o r m a t i o nお 知 ら せ 飯山市役所☎ 62 - 3 1 1 1（代表）

児童虐待について知ってください
　全国的に児童相談所への児童虐待の相談件数が増加しており、
子どもの命が奪われる重大な事件も後を絶たない状況です。虐
待には、暴力を振るう身体的虐待のほか、ネグレクト（育児放棄）、
心理的虐待、性的虐待があり、虐待者は実母、実父が多くなっ
ています。虐待を受けた子どもは自分を大切に思えず、心に受
けた傷に一生苦しむこともあります。

不安や悩みを ひとりで抱えこまないで
　子育てに悩みや不安を感じたら、自分だけで抱え込まず、保
健師や保育士、家庭児童相談員に相談しましょう。また、「虐待
かな？」と思われる子どもや家庭を知った人は、中央児童相談
所または飯山市役所相談室へご連絡ください。社会全体で子ど
もを見守り、児童虐待のない社会にしていきましょう。

児童虐待かもと思ったら
すぐに189（いちはやく）までお電話ください

　　【お問い合わせ・ご相談・目撃情報など】中央児童相談所　☎ 026-238-8010　子ども育成課相談室 ☎ 67-0742（直通）

冬
期
間
の
水
道
ト
ラ
ブ
ル

防
止
の
た
め
閉
栓
手
続
き
を

　

冬
期
間
は
水
道
管
の
凍
結
破

損
等
に
よ
り
漏
水
が
多
く
発
生

す
る
時
期
で
す
が
、
積
雪
の
た
め

検
針
は
で
き
ま
せ
ん
。
雪
解
け
後

の
検
針
時
に
多
額
な
請
求
と
な
る

事
例
も
あ
り
ま
す
。﹁
冬
期
間
水

道
を
使
用
し
な
い
場
合
は
﹂
水
道

管
の
凍
結
破
損
事
故
の
防
止
策
と

し
て
閉
栓
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

閉
栓
手
続
き
は
上
下
水
道
課

窓
口
で
行
い
ま
す
の
で
、
印
鑑
と

手
数
料
１
０
０
０
円
を
お
持
ち
の

う
え
、
降
雪
期
前
ま
で
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
閉
栓
中
は
基

本
料
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

上
下
水
道
課 

業
務
係

☎ 

６
７ - 

０
７
３
9
︵
直
通
︶

新
し
い
飼
い
主
探
し
て
い
ま
す

　
飼
い
主
を
失
い
困
っ
て
い
る
猫

を
保
護
し
て
い
ま
す
。
猫
た
ち
の

新
し
い
飼
い
主
に
な
っ
て
い
た
だ

け
る
方
を
探
す
た
め
に
、
譲
渡
会

を
開
催
し
ま
す
。
譲
渡
会
で
は

入
場
制
限
を
し
て
い
ま
す
の
で
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
譲

渡
会
へ
の
参
加
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時11

月
22
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
場
所

山
ノ
内
町
湯
田
中
駅
楓
の
湯

■
内
容

保
護
さ
れ
た
猫
１
歳
か
ら
４

歳
ま
で
の
成
猫
の
譲
渡
。
手

術
済
、
ノ
ミ
・
ダ
ニ
薬
、
ワ
ク

チ
ン
投
与
済
み
。

︵
協
力
費
メ
ス
２
万
円
・
オ
ス

１
万
５
千
円
︶

長
野
県
動
物
愛
護
会 

北
信

信
濃
支
部
︵
二
ノ
宮
︶

☎ 

０
９
０-

２
６
３
９-

５
５
０
６

乗
用
の
車
輌
は
公
道
走
行
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
ナ
ン
バ
ー

の
装
着
が
必
要
で
す

　

農
耕
作
業
車
︵
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
等
︶
や
小

型
特
殊
自
動
車
︵
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー

ダ
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
︶
で
、

そ
の
も
の
に
乗
っ
て
操
作
す
る
車

輌
を
所
有
し
て
い
る
場
合
は
公
道

を
走
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

軽
自
動
車
税
︵
種
別
割
︶
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

税
務
課 

市
民
税
係

☎ 

６
７ - 

０
７
２
３
︵
直
通
︶

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い

　　

建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
は

市
役
所
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ご
連
絡
が
な
い
と
翌
年

度
以
降
も
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
度
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
１
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
年
度
途
中
に
売
買

等
に
よ
る
所
有
者
の
変
更
や
、
建

物
の
取
り
壊
し
が
あ
っ
て
も
、
月

割
り
等
の
制
度
が
な
い
た
め
、
１

月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
年
額
分

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

税
務
課 

資
産
税
係

☎ 

６
７ - 

０
７
２
３
︵
直
通
︶

人権・悩み事相談所開設
　12 月４日㈮から10日㈭は、第 72 回人権週間です。人権週間中は人権・悩み事相談所を開設します。「いじめ、虐待」など、
子どもに関する問題、家庭内の問題、近所のもめ事、プライバシーに関する問題など、毎日の暮らしの中で起こるさまざまな問題
についてお悩みの方は、お気軽にご相談においでください。人権擁護委員が相談に応じます。（相談無料、秘密厳守）
人権についての悩み事は人権擁護委員にご相談を
　飯山市では６名の方に人権擁護委員をお願いしております。人権についてお困りのことがありましたら、お気軽に近くの人権擁
護委員にご相談ください。
■飯山市人権擁護委員（敬称略）
　髙橋 秀樹（秋津）　丸山 信一（飯山）　市川 泰成（木島） 
　髙津 弘子（飯山）米持美知代（瑞穂）　栗岩 明浩（外様）
■法務局では常時面接・電話相談を実施しています
 【（月）～（金）8:30 ～17:15】
 ・みんなの人権110 番 ☎ 0570-003-1 1 0
 ・子どもの人権110 番 ☎ 0120-007-1 1 0
 ・女性の人権ホットライン ☎ 0570-070-810

み ん な で 築 こ う 人 権 の 世 紀
～ 考 え よう 相 手 の 気 持 ち 未 来 へ つ な げ よう　 違 い を 認 め 合 う 心 ～

長野地方法務局 飯山支局　☎ 62-2302　人権政策課 人権同和係　☎ 67-0743（直通）

人権・悩みごと相談所開設日　
期　日 時　間 会　場

12 月2 日（水） 9:00 ～12:00 木島平村 福寿苑
12 月3 日（木） 9:00 ～12:00 山ノ内町 地域福祉センター
12 月4 日（金） 9:00 ～12:00 野沢温泉村公民館
12 月4 日（金） 9:00 ～12:00 栄村役場
12 月7 日（月） 9:00 ～12:00 飯山市公民館
12 月7 日（月） 9:00 ～12:00 中野市人権センター

どの会場においでいただいても結構です

給
与
支
払
報
告
書
の
電
子
的
提

出
義
務
の
対
象
範
囲
が
拡
大
し

ま
す

　

令
和
３
年
１
月
以
後
の
給
与

支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
、

前
々
年
に
税
務
署
へ
提
出
す
べ
き

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
の
枚

数
が
１
０
０
枚
以
上
と
な
る
事
業

所
は
、
電
子
的
提
出
︵eLT

A
X

ま
た
は
光
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
る
提

出
︶
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
︵
改

正
前
は
１
０
０
０
枚
以
上
の
事
業

所
︶。

　

対
象
と
な
る
事
業
所
の
皆
さ

ま
は
、
令
和
３
年
１
月
以
後
の
提

出
ま
で
に
ご
準
備
を
お
進
め
く
だ

さ
い
。

■
例平

成
31
年
１
月
に
税
務
署
へ

提
出
す
べ
き
源
泉
徴
収
票
の

枚
数
が
１
１
０
枚
の
場
合
、
令

和
３
年
１
月
の
給
与
支
払
報

告
書
は
電
子
的
提
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・eLTA
X

に
よ
る
提
出

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス

ク
︵
平
日
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
受
付
︶
電
話 

０
５
７
０-

０
８
１
４
５
９

・
光
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
る
提
出

飯
山
市
役
所 

税
務
課 

市
民

税
係

税
務
課 

市
民
税
係

☎ 
６
７ - 

０
７
２
３
︵
直
通
︶

宝
く
じ
の
助
成
金
で整備

し
ま
し
た

　

公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町

村
振
興
協
会
が
実
施
し
て
い
る

﹁
地
域
活
動
助
成
事
業
﹂
を
活
用

し
、
神
戸
区
が
祭
礼
用
具
を
整

備
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の
一

環
と
し
て
、
地
域
社
会
の
健
全
な

発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

庶
務
課 

庶
務
係

☎ 

６
７ - 

０
７
２
０
︵
直
通
︶神戸区祭礼用具

公
共
職
業
訓
練
２ 

月
開
講

コ
ー
ス
期 

受
講
者
募
集

■
募
集
コ
ー
ス

① 

生
産
設
備
保
全
科
15
名

②
C 

A 

D
も
の
づ
く
り
サ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

☎
０
２
６-

２
４
３-

７
８
５
６

ご
主
人
さ
ま
探
し
て
る
ニ
ャ
ー

来
て
く
れ　

ニ
ャ
ー　

ニ
ャ
ー

　

公
道
を
走
ら
な
い
場
合
で
も
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
装
着
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ナ
ン

バ
ー
を
装
着
し
て
い
な
い
車
両
を

お
持
ち
の
方
は
、
至
急
税
務
課
で

登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
手
続
き
を
す
る
際

に
は
車
台
番
号
︵
車
体
番
号
︶
と

車
名
、
印
鑑
、
販
売
証
明
書
等
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ポ
ー
ト
科
15
名

①
令
和
３
年
２
月
２
日
㈫
～ 

令
和
３
年
７
月
20
日
㈫
︵
６

カ
月
訓
練
︶

②
令
和
３
年
２
月
２
日
㈫
～ 

令
和
３
年
７
月
22
日
㈭
︵
６

カ
月
訓
練
︶

■
場
所

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

︵
長
野
市
吉
田
４-

25-

12
︶

■
対
象
者

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申

し
込
み
を
し
て
い
る
方

■
受
講
料

無
料︵
テ
キ
ス
ト
代
等
別
途
︶

■
内
容

も
の
づ
く
り
の
技
術
、
設
備

の
保
守
な
ど
の
知
識
・
技
能
・

技
術
を
身
に
付
け
、
早
期
に

就
職
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
公
共
職
業
訓
練
で
す
。

■
お
申
し
込
み
先

11
月
16
日
㈪
か
ら
12
月
28
日

㈪
の
間
に
、
お
近
く
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

■
施
設
見
学
会
（
無
料
）

12
月
９
日
㈬
・
12
月
23
日
㈬

午
前
９
時
45
分
か
ら
午
後
０

時
30
分
ま
で
、
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
長
野
で
実
施
す
る
公

共
職
業
訓
練
の
説
明
、
施
設

見
学
等
を
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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▲メールのリンク先に個人情報
を入力する際は要注意です
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　  　(́・ω・)　隔離の生活　　編
　こんにちは、やっと自由になったリアンです。
　シドニーのホテルでの 2週間、そして両親がリクエ
ストした 2週間、合計 4週間の隔離生活は 10月中旬
にやっと終わりました！本当に長かったです…。今回
は私の経験をシェアしたいと思います。
　シドニー空港に着いた後、私は直接ホテル行きのバ
スに案内されました。ホテルの部屋に入ったら 2週
間の間一歩も出てはいけません。その上、隔離中の人
は全員２日目と 10 日目に PCR検査を受けます。ホ
テルのスタッフは１日の３食をドアの前に置きますの
で、PCR検査を担当する看護師さん以外の人と接す
る機会はありませんでした。ご飯は私が泊まっていた
ホテルのレストランが作ったものなので、ほぼ毎日違

■
「
給
付
金
２
回
目
」
の
詐
欺
メ
ー
ル

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
伴
う
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
本
年

５
月
か
ら
８
月
ま
で
の
期
間
で
、「
特
別

定
額
給
付
金
」
の
申
請
受
付
お
よ
び
給

付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
関
連
し
て
、

２
回
目
の
給
付
が
行
わ
れ
る
の
か
と
い
う

議
論
や
噂
を
耳
に
し
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
10

月
末
現
在
で
は
、
２
回
目
の
支
給
が
行

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
決
定
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
総
務
省
を
騙
る
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
か
ら
特
別
定
額
給
付
金
の
２

回
目
の
申
請
を
受
け
付
け
る
特
設
サ
イ

ト
が
開
設
さ
れ
た
と
記
載
さ
れ
た
メ
ー
ル

が
送
信
さ
れ
て
い
る
と
の
情
報
が
出
て
お

り
ま
す
。
こ
の
メ
ー
ル
に
は
、
偽
の
特
設

サ
イ
ト
に
誘
導
す
る
リ
ン
ク
が
含
ま
れ
て

お
り
、
情
報
を
盗
み
取
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
別
定
額

給
付
金
に
つ
い
て
、
総
務
省
を
含
む
行
政

機
関
か
ら
メ
ー
ル
な
ど
で
お
知
ら
せ
を
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
よ
う

な
メ
ー
ル
が
届
い
た
場
合
は
、
決
し
て
リ

ン
ク
に
ア
ク
セ
ス
せ
ず
、
メ
ー
ル
を
削
除

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
送
信
者
を
偽
っ
て
メ
ー

ル
を
送
り
付
け
た
り
、
偽
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
さ
せ
て
重
要
な
個
人
情
報

を
盗
む
行
為
を
、「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
」

と
い
い
ま
す
。
メ
ー
ル
の
送
信
者
を
偽
っ

て
も
っ
と
も
ら
し
い
文
面
を
使
う
だ
け
で

な
く
、
本
物
そ
っ
く
り
の
サ
イ
ト
を
偽

造
す
る
な
ど
、
ひ
と
目
で
判
断
で
き
な
い

ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。
詐
欺
か
ど
う

か
判
断
が
難
し
い
場
合
は
、
送
信
元
の
正

規
の
連
絡
先
を
調
べ
、
電
話
等
で
確
認

し
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

うものを食べることもできました。今回の写真は初日
の朝食の写真です♪ 2週間は長いように聞こえます
が、実際に過ごしてみたら、あっという間に経ちまし
た。幸いにネット環境は充実していたので、ずっと見
たかった映画やドラマをたくさん見ることができて、
楽しく時間を過ごすことができました。
　しかし、ホテルの 2週間が終わっても、実家で私を
待っていたのはまた隔離の生活でした…(笑 )。
　このコラムを書いている時、メルボルンはまだロッ
クダウン中なので、自由と言ってもお家の中で自由に
動けることだけです。早く普通にお出かけとかしたい
ですね！
　それではまた次回のコラムでお会いしましょう♪

国際交流員
リアンへの
メッセージ
はこちらへ

  “ 給付金 ”のメールにご用心

安心安全　　 消費生活

　    　    　    飯山市消費生活センター（市役所生活環境係内）
 　  ☎ 67-0726（直通） 　  ☎ 67-0726（直通） 　  ☎ 67-0726（直通）

㉗

〇認知症とは
　誰でも年齢とともにもの覚えが悪くなったり、人の
名前が思い出せなくなったりします。こうした「もの
忘れ」は脳の老化によるものです。しかし、認知症は
これらとは違い、脳への外傷や脳内に悪玉タンパク質
が蓄積されることなどによって脳の神経細胞が壊れる
ために起こる症状や状態のことを言います。
〇認知症にはいくつか種類があります
  ・アルツハイマー型認知症（新しいことが記憶できない、
思い出せない、時間や場所がわからなくなるなど）　

  ・レビー小体型認知症（実際にはいない人が見える「幻
視」、眠っている間に怒鳴ったり、奇声をあげたりす

知ろう！認知症

る異常言動などの症状が目立ちます）
  ・脳血管性認知症（脳梗塞や脳出血などによって発症
する認知症です）

〇おやっ？と思ったら相談・受診を
　認知症の受診は抵抗を感じる人も多いですが、ま
ずはかかりつけ医に相談してみましょう。状況によっ
て、そこから専門医に紹介されることもあります。
また、認知症について話しあう場としてオレンジカ
フェを開催しております。詳しくは飯山市地域包括
支援センターへお問い合わせください。　飯山市地域包括支援センター ☎ 67-0728（直通）

　◇◆70歳からの元気はつらつ講演会のご案内◇◆

日　時：12月 10日（木）　
　　　　午後 1時 30分～ 3時 30分
場　所：なちゅら　大ホール
内　容：1:30 ～ 2:00　「高齢者の権利擁護について」
　　　　地域包括支援センター　所長　鈴木靖史　
　　　　2:00 ～ 3:30  「死ぬまで元気で！」
　　　　飯山赤十字病院　名誉院長　古川賢一 先生
対象者：今年度 70歳・71歳になられる方
　　　　（一般の方も参加可能です）
その他：マスクを着用してお出かけください

Ｅ (エ ) ネルギッシュな
Ｅ (イー ) ヤマの皆さんを 紹介します

E
イー

ひ　と
発見！
いいひと はっけん    ＃ 174

普
段
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
上
原
さ
ん
。
９

月
27
日
に
行
わ
れ
たM

RS JA
PA
N
 

２
０
２
０N

A
G
A
N
O

（
ミ
セ
ス
ジ
ャ

パ
ン
２
０
２
０
長
野
）
で
、
フ
ァ
イ
ナ
リ

ス
ト
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
部
で
、
最
も
笑
顔
が

素
敵
だ
っ
た
ミ
セ
ス
に
贈
ら
れ
る
特
別
賞

BEST
 SM
ILE 

２
０
２
０
を
受
賞
し
ま

し
た
。き

っ
か
け
は
、SN

S

に
よ
る
主
催
者

か
ら
す
す
め
で
し
た
。
主
催
者
の

一
人
で
あ
る
長
野
大
会
エ
リ
ア
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
河
合
さ
ん
の
話
を
直
に
聞
き
、「
こ

ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
長
野
か
ら
笑
顔
を

届
け
た
い
」「
女
性
を
元
気
に
し
て
い
き

た
い
」
と
い
う
趣
旨
に
共
感
し
、
出
場
を

決
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
会
へ
の
出

場
は
初
め
て
で
、
た
く
さ
ん
得
る
も
の
が

あ
っ
た
と
上
原
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
高
い

ヒ
ー
ル
を
履
い
て
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
発

声
法
、
呼
吸
法
、
30
秒
間
ス
ピ
ー
チ
な
ど

を
通
じ
、自
分
を
磨
き
、ま
た
見
直
す
き
っ

か
け
に
も
な
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

今
回
出
場
し
た
こ
と
で
、
多
く
の
方

か
ら「
す
ご
く
勇
気
を
も
ら
っ
た
」

「
私
も
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
た
」
な
ど
と

声
掛
け
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
自
分

が
挑
戦
し
た
こ
と
で
、
周
り
が
笑
顔
に
な

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
語
る
上
原
さ
ん
。

今
回
経
験
し
た
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
な
形
で

周
り
に
還
元
し
、
た
く
さ
ん
の
方
が
笑
顔

に
な
れ
れ
ば
と
上
原
さ
ん
の
挑
戦
は
続
き

ま
す
。

上
原 

直
美 

さ
ん

太
田
地
区

自
分
が
挑
戦
し
た
こ
と
で
、

周
り
が
笑
顔
に
な
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
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農
業
委
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よ
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No.245

1819 農業委員会だより / 20.11

次世代を担う子もたちに少しでも農業に関心を持ってもらい、魅力の発見や認識を強めてもらうことを目的に、毎年「農業に関する作文・図画コンクー　　　ル」を開催しています。今年も多くの小学生の皆さんからご応募をいただきました。入賞された児童の作品を紹介させていただきます。

「 農 業 に 関 す る 作 文・ 図 画 コ ン ク ー ル 」

　
ぼ
く
た
ち
は
、
春
に
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
ミ
ニ
ト
マ

ト
・
き
ゅ
う
り
・
ス
イ
カ
・
さ
つ
ま
い
も
を
そ
だ
て
ま

し
た
。

　

毎
日
、
水
や
り
を
し
て
、
草
も
と
り
ま
し
た
。
先

生
に
「
水
や
り
を
し
て
い
な
い
。」
と
、
言
わ
れ
た
時

も
あ
っ
た
け
ど
、
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
で
水
や
り
や
草
と
り
を

し
て
、
や
っ
と
一
本
と
れ
ま
し
た
。
小
さ
か
っ
た
き
ゅ

う
り
が
一
日
で
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　
き
ゅ
う
り
を
つ
け
も
の
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。
な
ん

だ
か
学
校
で
そ
だ
て
た
野
さ
い
は
お
い
し
い
と
思
い
ま

し
た
。そ
れ
か
ら
は
、次
の
日
も
そ
の
次
の
日
も
そ
だ
っ

て
き
ゅ
う
り
が
と
れ
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
次
は
ス
イ
カ
の
実
が
で
て
き
ま
し
た
。
ミ

ニ
ト
マ
ト
も
ち
ょ
っ
と
赤
く
な
っ
て
も
う
す
ぐ
と
れ
そ

う
で
し
た
。

　
二
日
ご
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
と
れ
ま
し
た
。
ス
イ
カ
は
、

動
物
に
食
べ
ら
れ
て
む
り
で
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
ト
マ
ト
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
ト
マ
ト
を
み
ん
な
で
わ
け
て
も
ち
か
え
っ
て

食
べ
ま
し
た
。

　
つ
い
に
、
さ
い
後
の
き
ゅ
う
り
が
と
れ
ま
し
た
。
と

れ
た
の
は
三
本
で
し
た
。

　
そ
う
し
て
、
そ
う
じ
で
全
部
ぬ
き
ま
し
た
。

　
さ
つ
ま
い
も
は
、
ま
だ
そ
だ
っ
て
い
な
い
の
で
、
が

ん
ば
っ
て
そ
だ
て
て
た
く
さ
ん
し
ゅ
う
か
く
で
き
る
と

い
い
で
す
。

　

ぼ
く
た
ち
は
、
毎
年
福
島
の
棚
田
で
米
作
り
を
し

て
い
ま
す
。
ぼ
く
た
ち
は
、
田
植
え
と
イ
ネ
か
り
を
し

ま
す
。
今
年
は
イ
ネ
も
よ
く
育
ち
、
一
本
の
ほ
に
つ
く

米
の
平
均
は
百
粒
だ
そ
う
で
す
が
、
今
年
は
百
十
粒

つ
い
て
い
ま
し
た
。
か
ぶ
の
本
数
も
毎
年
よ
り
も
多
く

り
っ
ぱ
に
育
ち
ま
し
た
。
こ
れ
は
天
候
も
よ
か
っ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。　

　
米
の
品
種
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
だ
そ
う
で
す
。
穫
れ
た
お

米
は
全
校
で
食
べ
ま
す
。
そ
し
て
今
年
は
初
め
て
の
試

み
で
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
す
る
よ
う
で
す
。
い
っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
育
て
た
米
が
入
賞
す
る
と
い
い
で
す
。

  

ぼ
く
た
ち
は
、
お
米
を
そ
だ
て
る
だ
け
で
な
く
、
田

ん
ぼ
に
い
る
生
物
や
棚
田
の
歴
史
な
ど
に
興
味
を
も
っ

た
の
で
そ
れ
に
つ
い
て
も
学
習
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

イ
ネ
に
害
を
お
よ
ぼ
す
生
き
物
に
つ
い
て
調
べ
ま
し

た
。
カ
メ
虫
や
ヨ
コ
バ
イ
な
ど
何
種
類
も
い
ま
し
た
。

と
く
に
カ
メ
虫
は
は
ん
て
ん
米
と
い
う
質
の
わ
る
い
米

に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
い
が
い
と
身
近
に
い

る
虫
だ
っ
た
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
歴
史
に
つ
い

て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り
ま
す
が
く
わ
し
い
こ
と

は
ま
だ
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
ま
た
き
か
い

が
あ
っ
た
ら
調
べ
た
い
で
す
。

　
こ
の
農
業
の
学
習
を
し
て
、
自
然
に
も
ふ
れ
あ
え

る
し
、
農
業
を
す
る
人
の
大
変
さ
を
わ
か
る
き
か
い
に

も
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
あ
た
り
前
に
食
べ
て
い
る
お

米
や
、
野
菜
は
大
勢
の
人
た
ち
の
苦
労
が
あ
っ
て
こ
そ

あ
た
り
ま
え
に
食
べ
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
、
農
業
を
大

切
に
し
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
５
年
で
学
習
し
た
社
会
の
食
料
生
産
で
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
農
業
で
働
く
人
の
人
数
の
変
化
に
は
、

お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
農
業
で
働
く
人
た
ち
は
年
々
16

才
〜
59
才
ま
で
の
人
が
減
り
つ
づ
け
、
60
才
以
上
の

高
齢
者
が
全
体
の
2
分
の
1
を
し
め
て
い
ま
す
。

　
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、
お
父

さ
ん
は
農
家
で
す
。
お
米
を
作
っ
た
り
野
菜
を
育
て

た
り
し
て
い
ま
す
。
私
の
家
の
畑
の
周
り
で
作
物
を

作
っ
て
い
る
人
は
、
ほ
と
ん
ど
高
齢
者
で
す
。
で
も
、

そ
の
中
で
水
の
管
理
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
し
た
り
共

同
で
機
械
を
使
っ
た
り
し
て
農
家
の
人
の
労
働
時
間

を
減
ら
す
工
夫
を
し
て
い
る
の
は
、
す
ご
い
と
思
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
も
っ
と
そ
う
い
う
の
が
増
え
て
い
け

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
高
齢
者
の
ふ
た

ん
が
減
っ
て
楽
に
な
り
ま
す
。

　
農
家
の
人
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ
る
中

で
も
、
た
く
さ
ん
の
工
夫
を
し
て
作
物
を
育
て
て
い
ま

す
。
外
国
か
ら
の
輸
入
も
あ
る
け
ど
、
ち
ゃ
ん
と
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
て
や
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が

生
活
に
欠
か
せ
な
い
お
米
は
、
た
く
さ
ん
の
工
夫
が
さ

れ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
な
の
で
、
食
べ
残
し
が
な

い
よ
う
に
食
べ
て
い
き
た
い
で
す
。

※
作
文
４・５・６
年
の
部
に
つ
い
て
は
、
２
作
品
と

　
な
り
ま
し
た
。な
お
、順
序
は
名
前
順
と
な
り
ま
す
。

【優秀賞】
はたけでとれたすいかをたべるぼく
東小２年　石川　早

さすけ
翼

【優良賞】
まってたよ、とうもろこし
戸狩小２年　荻原　來

ら む
夢

【優良賞】
川でやさいをあらっているところ
戸狩小3年　川久保　莉

 り み

美

【優秀賞】
やったー！大きく育ったぞ！！
泉台小6年　羽多野　淳

じゅん

 図画 ５・６年の部

【最優秀賞】
みんなでたべるとうもろこし
木島小1年　丸山　由

ゆうり
莉

 図画 １・２年の部

【最優秀賞】
大きなスイカばたけ
戸狩小3年　髙橋　ゆめ

 図画 ３・４年の部

　作文の部では最優秀賞 3点、優秀賞 3点、図画の部では最優秀
賞 2点、優秀賞３点、優良賞 1点を選出しました。その中で、作
文は最優秀賞の作品をご紹介しています。入賞されました作品は、
飯山市ホームページで紹介させていただくほか、公共施設などで掲
示させていただきます。

９月 8日 農業委員会役員会
28日 ９月農業委員会総会

10月 9 日 農業委員会役員会
22日 情報委員会
28日 10月農業委員会総会

あしあと（9・10月の活動記録）

【優秀賞】
にんじんばたけ
戸狩小3年　小林　杏

あん

◆
作
文
１・２・３
年
の
部

【
最
優
秀
賞
】
み
ん
な
で
そ
だ
て
た
野
さ
い

飯
山
小
３
年　
小
野 

圭け
い
た太 

◆
作
文
４・５・６
年
の
部

【
最
優
秀
賞
】
農
業
に
関
わ
る
作
文

東
小
５
年　
足
立　
正ま
さ
あ
き明 

◆
作
文
４・５・６
年
の
部

【
最
優
秀
賞
】
食
料
生
産
の
学
習
を
し
て
感
じ
た
こ
と

東
小
５
年　

 

髙
山 

結ゆ
い衣 
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◆　
作　
文　
◆

 

１・２・３
年
の
部

　
【 

優
秀
賞 

】

 　
「
わ
た
し
の
す
き
な
野
さ
い
」

　
　
　
飯
山
小
3
年　

梅
澤　
七
 
な
　
　
お音

 　
「
あ
ま
く
な
っ
た
ね
ぎ
」

　
　
　
飯
山
小
3
年　

牧
野　
友と
も
か
ず和

４・５・６
年
の
部

　
【 

優
秀
賞 

】 

　
「
農
家
が
か
か
え
る
問
題
」　　
　
　
　

　
　
　
東
小
５
年　
　

木
鋪　
翠あ
お
ば葉

✿
受
賞
者
の
み
な
さ
ん

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
✿



　
令
和
２
年
当
初
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
他
国
の
話
だ
と

安
易
に
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

こ
ん
な
に
も
自
分
の
身
に
降
り

か
か
っ
て
く
る
と
は
夢
に
も
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
今
、
必
死
に
頑
張
り
踏
ん

張
っ
て
我
慢
し
て
い
る
方
が
大

半
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
仕
事

は
も
ち
ろ
ん
地
区
内
の
行
事
も

そ
の
中
の
一つ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
飯
山

市
関
沢
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

当
た
り
前
の
よ
う
に
６
月
の
球

技
大
会
、
８
月
の
運
動
会
、
秋

祭
り
、
飯
山
市
一
周
駅
伝
大
会
、

地
区
文
化
祭
の
駅
伝
と
、
季
節

ご
と
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
競
技
や
稽
古
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
私
の
楽
し
み
は
そ
の
あ

と
の
慰
労
会
で
す
。
こ
れ
が
と

に
か
く
楽
し
い
‼　

老
若
男

女
が
一
つ
の
輪
に
な
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
す
。
そ
の
中

で
も
圧
倒
的
に
存
在
感
が
あ
る

の
は
女
性
軍
で
す
。
あ
る
ア
ニ

メ
の
主
人
公
が
「
女
性
が
元
気

な
村
は
と
て
も
良
い
村
だ
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に

そ
の
通
り
の
状
態
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

前
は
、
毎
晩
の
練
習
を
面
倒

に
思
っ
た
こ
と
も
時
々
あ
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
全
く
の
ゼ
ロ

な
の
で
、
季
節
感
も
ゼ
ロ
。
慰

労
会
も
で
き
ず
に
ス
ト
レ
ス
は

１
０
０
㌫
で
す
。

　

私
自
身
改
め
て
地
区
行
事

の
あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
一
日
で
も
早
く
、
今
ま
で

の
生
活
に
戻
り
、
関
沢
の
み
ん

な
と
大
声
で
馬
鹿
笑
い
が
し
た

い
も
の
で
す
。

今
思
う
こ
と

瑞
穂
地
区　
関
沢　

吉
越
洋
治

　

10
月
19
日
㈪
朝
８
時
20
分
、

戸
狩
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
へ
編
集
作
業
に
集
ま
っ

た
実
行
委
員
会
編
集
委
員
の
皆

さ
ん
は
「
10
月
に
入
っ
て
か
ら
、

も
う
８
回
も
や
っ
て
ら
さ
ぁ
」

と
笑
顔
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　
戸
狩
地
区
の
歴
史
を
冊
子
に

ま
と
め
、
地
域
文
化
を
次
代
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
平
成
29
年
に
実
行
委
員
会

が
組
織
さ
れ
て
か
ら
４
年
半
も

の
歳
月
が
経
過
し
、「
写
真
で

つ
づ
る
『
戸
狩
の
今
昔
』」
は

完
成
間
近
の
最
終
校
正
作
業
に

入
っ
て
い
ま
す
。

　

地
元
に
あ
っ
た
ヤ
マ
ノ
ウ

チ
写
真
館
か
ら
寄
贈
い
た
だ

い
た
ガ
ラ
ス
製
の
写
真
乾
板

１
４
２
０

枚
を
は
じ

め
、
地
元

の
方
々
か

ら
提
供
い

た
だ
い
た

写
真
や
資

料
は
２
７
０
０
点
を
超
え
、
そ

の
中
か
ら
厳
選
し
た
資
料
約

８
０
０
点
を
掲
載
し
た
冊
子

は
、
大
正
・
昭
和
の
時
代
に
撮

影
さ
れ
た
写
真
を
中
心
に
、
懐

か
し
い
ス
ナ
ッ
プ
写
真
や
家
族

写
真
、
昔
の
商
店
街
や
お
祭
り

な
ど
賑
や
か
な
写
真
、
災
害
や

雪
害
な
ど
の
記
録
写
真
も
多
数

掲
載
さ
れ
る
地
域
の
写
真
集
を

思
わ
せ
る
作
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
写
真
に
は
説
明
の
文
章
が
添

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
巻
末

に
あ
る
資
料
編
に
は
戸
狩
区
の

年
表
や
歴
代
役
員
、
地
区
の
決

ま
り
事
や
野
球
通
信
な
ど
も
掲

載
さ
れ
、
資
料
と
し
て
も
充
実

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

編
集
作
業
に
当
た
っ
て
は
、

ま
ず
写
真
乾
板
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
作
業
を
一
点
一
点
行
い
、
全

て
の
資
料
を
デ
ー
タ
化
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
掲
載
写
真
の

選
定
や
構
成
、
資
料
の
編
集
な

ど
膨
大
な
作
業
を
行
っ
て
き
た

そ
う
で
す
。

　

実
行
委
員
長
の
沼
田
澄
夫

さ
ん
（
69
）（
戸
狩
区
長
）
は
、

戸
狩
地
区
の
写
真
郷
土
史
の
完

成
に
、「
特
と
ご
覧
あ
れ
！
と

叫
び
た
い
心
境
。
後
世
に
残
す

貴
重
な
宝
の
発
刊
に
あ
た
り
、

区
民
の
一
人
と
し
て
特
別
な
財

産
を
所
有
で
き
る
こ
と
を
共
に

喜
び
た
い
」
と
し
、
地
元
の
写

真
冊
子
発
刊
の
発
案
者
の
一
人

で
あ
る
編
集
長
の
丸
山
信
一
さ

ん
（
72
）
は
、「
子
ど
も
に
も

楽
し
く
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
、
多
く
の
写
真
を
使
用
し
て

作
成
し
た
。
こ
の
先
30
年
く
ら

い
過
ぎ
た
と
き
、（
こ
の
冊
子

を
作
っ
た
）
戸
狩
の
先
人
も
頑

張
っ
て
い
た
と
知
っ
て
も
ら
え

ば
面
白
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
刊
に
当
た
っ
て
、

事
務
作
業
な
ど
陰
に
陽
に
発
刊

へ
向
け
尽
力
し
た
事
務
局
長
の

柳
正
彦
さ
ん
（
65
）
は
、「
地

域
の
文
化
を
写
真
で
ま
と
め
た

こ
の
冊
子
は
、
戸
狩
の
宝
に
な

る
と
思
う
。
ま
た
今
回
の
編
集

作
業
で
、
信
ち
ゃ
ん
（
丸
山
編

集
長
）
や
編
集
委
員
、
発
刊
に

携
わ
っ
た
全
て
の
地
域
を
想
う

人
た
ち
こ
そ
が
、
戸
狩
地
区
の

宝
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
長

期
間
に
渡
る
編
集
作
業
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　
「
写
真
で
つ
づ
る『
戸
狩
の
今

昔
』」
は
、一
冊
３
８
０
０
円
（
税

込
）
で
一
般
販
売
も
行
う
。
購

入
希
望
の
方
は
、
沼
田
区
長
☎

０
９
０・７
９
４
０・７
１
２
３

ま
で
。（
増
刷
は
行
わ
な
い
た
め
、

終
了
の
場
合
あ
り
）（

市
公
民
館
）

寺めぐりハイキング
自分の足で歩いて感じる寺町

飯山公民館・飯山市公民館共催事業

　
秋
ら
し
い
穏
や
か
な
天
候
に

恵
ま
れ
た
10
月
18
日
㈰
、
恒
例

の
寺
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
台
風
19
号
災

害
の
た
め
中
止
と
な
り
、
今
年

度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
開
催
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
参
加
人
数
を
20
名
に
絞

り
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染

予
防
対
策
を
と
っ
た
う
え
で
の

開
催
と
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
小
坂
晶
子
さ
ん
（
ふ

る
さ
と
館
市
民
学
芸
員
）
解
説

の
も
と
、
庭
園
や
歩
道
の
整
備

が
完
了
し
た
正
受
庵
か
ら
始
ま

り
、
明
昌
寺
、
忠
恩
寺
、
称
念

寺
、
展
示
試
作
館
（
お
休
み
処 

奥
信
濃
）、
光
蓮
寺
、
妙
専
寺

を
約
３
時
間
を
か
け
て
巡
り
ま

し
た
。
途
中
明
昌
寺
の
永
江
住

職
か
ら
は
、
お
寺
の
歴
史
や
旧

飯
山
駅
前
に
あ
る
仁
王
像
に
つ

い
て
の
秘
話
な
ど
の
説
明
を
い

た
だ
い
た
り
、
講
師
の
小
坂
さ

ん
か
ら
は
各
寺
社
の
説
明
だ
け

で
な
く
、
遊

歩
道
の
途
中

の
普
段
気
に

せ
ず
見
過
ご

し
て
い
る
祠

な
ど
の
解
説

も
し
て
い
た

だ
き
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
飯
山
公
民
館
の
森
本
館
長
は

最
後
に
「
私
自
身
近
く
に
住
ん

で
い
る
が
、
改
め
て
地
域
の
宝

や
文
化
財
に
触
れ
る
こ
と
で
、

飯
山
の
良
さ
を
再
認
識
で
き
る

良
い
機
会
に
な
っ
た
」
と
感
想

を
述
べ
、
参
加
者
か
ら
も
同
様

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

寺
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、

毎
年
少
し
ず
つ
コ
ー
ス
を
変
更

し
な
が
ら
次
年
度
も
実
施
す
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

講師の小坂晶子さんの説明を、天井絵を
見上げて聞き入る参加者（忠恩寺）

実行委員長の沼田澄夫さん（左）と共に
冊子の確認を行う丸山信一編集長（右）

祠の説明をする小坂さん

地域の歴史を次代につなげる

写真でつづる「戸狩の今昔」

編
集
作
業
で
改
め
て
感
じ
た

地
域
の
宝
は
、
地
域
を
想
う
人
材

ガラス製写真乾板

付箋の多さが編集作業の苦労を物語る
編集中の原稿（264ページで発刊予定）

　
高
田
瞽
女
が
旅
の
道
中
に
着

た
、
袂た

も
との

短
い
羽
織
。
瞽
女
の

歴
史
の
中
で
、
こ
れ
を
着
だ
し

た
時
期
は
比
較
的
新
し
く
、
そ

れ
ま
で
は
袂
の
長
い
振ふ

り
袖そ

で
に

襷た
す
きが

け
を
し
て
い
た
と
も
言
わ

れ
る
。

　

長
野
市
の
杉
山
幸
子
氏
よ

り
寄
贈
さ
れ
た
、
高
田
瞽
女
関

係
資
料
の
う
ち
の
一
点
。
最
後

の
高
田
瞽
女
・
杉
本
シ
ズ
が
使

用
し
て
い
た
も
の
。

高
田
瞽ご

ぜ女
が
着
用

し
た
「
ハ
ン
チ
ャ
」

（
ふ
る
さ
と
館
所
蔵
）
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ふるさと館たいけん工房

飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030 月曜休館

令和2年12月19日（土）
　　　　  10:00 ～ 11:30

 しめ縄づくり

～手作りのしめ縄で
　　お正月を迎えましょう！～

■講　師　大塚安雄さん
　　　　　（ふるさと館市民学芸員）
■対　象　市内小学生～（大人・親子参加可）
■定　員　20名
■参加費　無料
■持ち物　ハサミ
■申込〆切　12月 13日（日）

参加者募集 除
幕
式
は
令
和
３
年
７
月
の
予
定

　
丸
山
邦
雄
氏
ブ
ロ
ン
ズ
像
設
置
完
了

　
11
月
７
日
㈯
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
建

立
が
遅
れ
て
い
た
丸
山
邦
雄
氏

の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
、
飯
山
駅
前

公
園
に
設
置
と
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
、
満
州
に
取
り
残
さ

れ
た
１
５
０
万
人
も
の
日
本
人

が
、
飢
餓
や
病
気
で
苦
し
ん
で

い
る
事
実
を
現
地
で
知
っ
た
丸

山
邦
雄
さ
ん
は
、
２
人
の
仲
間

と
と
も
に
日
本
へ
の
脱
出
を
計

画
し
実
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
像
は
、
そ
の
功
績
を
顕

彰
す
る
も
の
で
、
飯
山
市
で
は
、

丸
山
邦
雄
氏
の
出
身
地
で
あ
る

富
倉
地
区
区
長
会
等
か
ら
の
提

案
を
受
け
、平
成
30
年
か
ら「
丸

山
邦
雄
氏
の
顕
彰
検
討
委
員

会
（
上
村
力
委
員
長
（
当
時
））」

で
の
検
討
を
経
て
、
ブ
ロ
ン
ズ

像
を
建
立
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
建
立
に
際
し
、
多
く
の
皆
様

に
募
金
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
今
年
度
実
施
予
定
だ
っ

た
除
幕
式
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係

か
ら
、
令
和
３
年
７
月
頃
に
延

期
の
予
定
で
計
画
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
冬
期
間
は
、
ブ
ロ

ン
ズ
像
の
囲
い
を
し
ま
す
の
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご

了
承
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

城
南
・
木
島
平
中
の
生
徒
が
美
術
館

の
仕
事
を
体
験

丸
山
邦
雄
氏
が
翼
賛
選
挙
に
立
候
補
し
た
際
の
チ
ラ
シ

　
飯
山
市
美
術
館
で
は
、
９
月

に
城
南
中
２
年
の
生
徒
２
名
、

10
月
に
木
島
平
中
２
年
１
名

が
、
日
頃
職
員
が
行
っ
て
い
る

業
務
を
体
験
学
習
し
ま
し
た
。

　
開
館
前
の
館
内
清
掃
や
ガ
ラ

ス
拭
き
、
展
示
室
と
収
蔵
庫
内

の
整
理
整
頓
や
環
境
整
備
、
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
示
作
品
の

準
備
や
展
示
作
業
な
ど
裏
方
の

仕
事
や
、
来
館
者
に
発
券
と
館

内
の
案
内
を
す
る
受
付
業
務
を

行
い
ま
し
た
。

　
「
美
術
館
の
仕
事
っ
て
ど
ん

な
だ
ろ
う
？
」
と
疑
問
に
思
っ

て
臨
ん
だ
職
場
体
験
を
通
し

て
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
も
の

と
は
違
う
面
も
た
く
さ
ん
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
美
術
館

の
役
割
、
作
品
を
維
持
保
管
し

て
い
く
た
め
の
努
力
や
作
業
、

毛髪式温湿度記録計の用紙交換

作家の略歴パネルの掲示作業

　飯山市ふるさと館では、新しくご寄贈いた
だいたものも含め、館に収蔵する資料の一部
を展示紹介します。

ま
た
来
館
者
の
た
め
の
環
境
整

備
や
気
遣
い
な
ど
を
実
感
し
、

学
校
や
地
域
・
日
常
生
活
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
表
面
だ
け

で
は
な
い
裏
側
や
裏
方
の
働
き

を
知
り
、
将
来
を
考
え
る
上
で

こ
れ
ら
の
経
験
を
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

冬季企画展

収蔵文化財展 
―ふるさとの宝もの―

令和 2年

12／5土

令和 3年

1／17日～展示期間

飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030 月曜休館

ギャラリー展示　冬のわら仕事展
　冬の手仕事といえば、やはり「わら仕事」。収蔵
のわら製品を、その作り方にスポットをあてて紹
介します。今年行われた「わらの会」講習会の皆
さんの作品も併せてご覧ください。

令和 2年

12／5土

令和 3年

1／17日～展示期間

ふるさと館常設展示が一部リニューア
ルしました！

皆さんにご覧いただきや
すいように、展示品の模様
替えをいたしました。お立
ち寄りの際はぜひご覧くだ
さい。

鷹落山からの絶景をめざして

　

10
月
25
日
㈰
、
常
盤
公

民
館
学
習
講
座
「
山
を
歩
こ

う
!!
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
陽
射
し
を
浴
び
な
が
ら
、

旧
信
濃
平
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ

か
ら
黒
岩
山
を
登
っ
て
鷹
落
山

に
入
り
、
そ
の
頂
上
ま
で
の
４・

７
キ
ロ
㍍
を
約
30
人
の
参
加
者

が
踏
破
し
ま
し
た
。

　
常
盤
小
学
校
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

か
ら
は
、
９
人
の
児
童
に
加
え

て
コ
ー
チ
・
保
護
者
も
４
人
が

参
加
。
子
ど
も
た
ち
は
「
常
盤

小
学
校
校
歌
」
や
映
画
『
と
な

り
の
ト
ト
ロ
』
挿
入
歌
の
「
さ

ん
ぽ
」
を
歌
い
な
が
ら
、
元
気

に
坂
道
を
登
っ
て
い
き
ま
し
た
。

〝
♪
あ
・
る
・
こ
、
あ
・
る
・
こ
、

わ
た
し
は
げ
ん
き
！
〞

　
朗
ら
か
で
大
き
な
歌
声
が
聞

こ
え
た
の
か
、
鷹
落
山
か
ら
ハ

ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
楽
し
ん
で

い
た
皆
さ
ん
が
飛
翔
す
る
コ
ー

ス
を
山
寄
り
に
し
て
、
ま
る
で

子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
よ
う

に
上
空
を
舞
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
途
中
で
お
い
し
い
湧
き
水
を

飲
ん
で
、
さ
ら
に
元
気
が
ア
ッ

プ
。
頂
上
で
は
、
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
を
食
べ
な
が
ら
、
市
内
随
一

と
の
評
判
も
あ
る
鷹
落
山
か
ら

の
絶
景
を
満
喫
し
ま
し
た
。

常盤公民館・飯山市公民館共催事業

歌
声
に
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
も
応
援

絶景が見渡せる頂上付近で記念撮影

小泉遺跡をクローズアップした弥生時代の展示

設置後すぐに囲いを行い、来年度の除幕式に
お披露目予定です

駅を出てすぐに確認できる飯山駅前公園に設置
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飯
山
市
美
術
館
で
は
、
９
月



本書に関してのお問い合わせは、
市公民館（☎ 62-3342）まで

いいやま雪国大学 スポーツ講演会
「山﨑孔子のスキー人生」出版　記念
第 70回全国高等学校スキー大会開催　記念

― やっぱりスポーツは、楽しく面白い！―

日時　12月５日土 14:00 ～ 16:00
会場　飯山市公民館　講堂

講師紹介

佐藤耕二 Koji Sato
――――――――――――――――――
1964 年　長野県飯山市常盤小沼生まれ
　　　　　常盤小・飯山第三中・飯山北高等学校卒業
　　　　　筑波大学第一学群人文学類卒業
1988年　テレビ朝日入社（スポーツ局スポーツニュース部）
2002年～ 2003年（休職）
　　ロンドン大学ゴールドスミスカレッジ大学院留学
2017年　スポーツ局 スポーツ局長
（一社）日本民間放送連盟オリンピック
　　　　　　放送等委員会制作部会部会長

載
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
孔
子

さ
ん
は
88
歳
に
な
っ
た
今
で
も

晴
れ
た
日
に
は
ゲ
レ
ン
デ
に
向

か
い
、
ま
た
、
マ
ス
タ
ー
ズ
ス

キ
ー
選
手
権
な
ど
に
も
毎
年
出

場
し
、
高
い
成
績
を
残
し
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
生
涯
に
わ
た
っ

て
ス
キ
ー
を
は
じ
め
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
孔
子
さ
ん
の
姿
か
ら

も
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
本
書
の
中
の
対
談
で
、
司
会

者
が
「
筋
肉
の
衰
え
は
感
じ
ま

す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、

孔
子
さ
ん
は
、「
使
う
と
こ
を

上
手
に
使
う
っ
て
こ
と
が
大
事

だ
と
思
う
ね
。
老
人
見
て
る
と

ね
、
か
が
ん
で
歩
い
て
る
ね
、

体
を
キ
ュ
ッ
と
起
こ
さ
な
い
と

ダ
メ
だ
ね
。
膝
を
柔
ら
か
く
し

て
歩
く
、
姿
勢
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
ね
。
そ
れ
は
ス
キ
ー
に

通
じ
る
こ
と
な
ん
で
」
と
答
え

て
お
り
、
健
康
の
秘
訣
の
一
端

も
知
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　
近
年
、
ス
キ
ー
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
価
値
も
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

実
践
し
て
い
る
孔
子
さ
ん
に
つ

い
て
書
か
れ
た
こ
の
一
冊
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
え
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
図
書
館

等
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
な
お
、

本
書
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は

「
飯
山
市
輝
く
地
域
づ
く
り
支

援
金
」
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

スポーツする人、観る人、
支え・育てる人

講師

飯山市常盤小沼出身
㈱テレビ朝日 スポーツ局長

佐 藤 耕 二　氏

　テレビ放送スポーツ番組制作に携わって 32
年、飯山市常盤出身、佐藤耕二氏の楽しい話
です。お誘いあわせてお越しください。

飯山市公民館 　　☎ 62-3342 年末年始休館

　

２
０
１
２
年
に
、
山
﨑
孔

子
さ
ん
に
会
長
を
お
願
い
し
て

「
ス
キ
ー
飯
山
楽
し
く
滑
ろ
う

会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の

会
は
公
民
館
社
会
教
育
団
体
の

一
つ
で
、
ス
キ
ー
飯
山
の
更
な

る
発
展
を
願
い
つ
つ
、
日
頃
は

市
内
の
ス
キ
ー
場
に
老
若
男
女

の
仲
間
が
集
い
、
自
分
の
力
に

応
じ
て
滑
る
な
ど
、
飯
山
の
冬

を
多
く
の
方
々
と
一
緒
に
楽
し

む
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
会

員
は
、
気
さ
く
で
偉
ぶ
ら
な
い

会
長
を
、親
し
み
を
込
め
て「
孔

子
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
孔
子
さ
ん
は
、
か
つ
て
は
実

業
団
の
ス
キ
ー
チ
ー
ム
の
監
督

や
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ア
ル
ペ
ン
コ
ー
チ
な
ど
を
歴

任
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
書
に

は
、
ご
自
身
の
経
験
か
ら
生

ま
れ
た
独
自
の
ス
キ
ー
理
論
が

生
涯
現
役
「
下
を
見
な
い
で　
前
を
見
よ
」

 

― 

山
﨑
孔
子
の
ス
キ
ー
人
生 

―　
の
発
刊
に
よ
せ
て

ス
キ
ー
飯
山
楽
し
く
滑
ろ
う
会

飯
山
公
民
館

☎ 

62
3
3
4
2

◇
老
燃
教
室
修
了
式　

　

10
月
27
日
㈫
に
閉
講
式
を
行

い
、
今
年
度
の
老
燃
教
室
は
終
了

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
を
受
け
、
全
13
回
講
座
は
５
回

の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

来
年
度
も
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
ま
す

ま
す
燃
え
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

◇
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
む
け
て
、
木
の

実
で
作
っ
た
本
格
的
な
リ
ー
ス
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
期　
日　
12
月
６
日
㈰

　
　
　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

・
場　
所　
飯
山
市
公
民
館

・
参
加
費　
２
０
０
円

・
定　
員　
20
名(

小
学
３
年
生

ま
で
は
保
護
者
同
伴)

・
締
切
日　
11
月
24
日
㈫

・
申
込
先　
飯
山
公
民
館

秋
津
公
民
館

☎ 

62
2
3
3
0

◇
秋
津
地
区
文
化
祭
開
催

　

10
月
18
日
㈰
〜
24
㈯
の
７
日

間
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
の
こ
と

も
あ
り
趣
味
の
作
品
展
の
み
の
開

催
で
し
た
が
、
保
育
園
児
、
小
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
、
地
区
内
外

か
ら
多
く
の
作
品
を
出
品
し
て
い

た
だ
き
、
予
想
を
超
え
る
、
延
べ

２
０
０
人
超
の
皆
さ
ん
に
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
例
年
以
上
に
力
作
が

展
示
さ
れ
、
中
で
も
、「
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
」
の
展
示
が
ひ
と
き
わ
目

を
引
い
て
い
ま
し
た
。
来
年
は
、

新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
も
考
え
た

文
化
祭
が
開
催
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

木
島
公
民
館

☎ 

62
0
5
5
5

◇
木
島
地
区
文
化
祭
開
催

　
第
57
回
木
島
地
区
文
化
祭
が
、

10
月
18
日
㈰
〜
24
日
㈯
開
催
さ

れ
ま
し
た
。今
年
度
の
文
化
祭
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
地
区
一
周
駅
伝
を

は
じ
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
は
中
止

と
し
、
美
術
展
の
み
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

美
術
展
は
、
地
区
内
の
芸
術

家
の
作
品
を
は
じ
め
、
木
島
保
育

園
、
木
島
小
学
校
、
飯
山
養
護

学
校
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
か

ら
も
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

ホ
ー
ル
一
面
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
開
催
期
間
を
１
週

間
と
し
た
た
め
、
平
日
に
保
育
園

や
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
も
見

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
開
催
期

間
を
通
じ
て
２
０
０
人
を
超
え
る

入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
来
年

以
降
の
地
区
文
化
祭
の
あ
り
方
の

参
考
と
な
り
ま
し
た
。

瑞
穂
公
民
館

☎ 

65
2
5
0
1 

◇
瑞
穂
地
区
文
化
祭
開
催

　

10
月
25
日
㈰
〜
11
月
１
日
㈰

に
か
け
て
瑞
穂
活
性
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
い
し
た
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
２
階
大
広
間
で

の
学
童
、
園
児
や
一
般
の
方
々
作

品
展
示
の
み
１
週
間
に
わ
た
り
展

示
し
ま
し
た
。

　
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
わ
き

に
は
、
例
年
の
通
り
地
区
盆
栽
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
自
慢
の
作
品
を

展
示
し
て
花
を
添
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

来
場
者
に
は
コ
ロ
ナ
対
策
を

行
っ
て
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
来
年
は
フ
ル
コ
ー
ス
の
文
化

祭
が
で
き
れ
ば
い
い
ね
と
、
口
々

に
感
想
を
語
り
な
が
ら
見
学
者
が

帰
宅
さ
れ
ま
し
た
。

外
様
公
民
館

☎ 

62
1
０
２
９ 

◇
高
齢
者
と
子
ど
も
の
集
い

　「
し
め
縄
を
作
ろ
う
」
中
止

　

12
月
６
日
㈰
に
実
施
を
予
定

し
て
い
た
高
齢
者
と
子
ど
も
の
集

い
「
し
め
縄
を
作
ろ
う
」
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
対
策
の
た
め
中
止
と
し
ま
す
。

太
田
公
民
館

☎ 

65
4
5
7
9

◇
太
田
地
区
文
化
祭

　

10
月
25
日
㈰
に
開
催
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
対
策
の
た

め
、
昨
年
ま
で
実
施
し
て
い
た
踊

り
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
、
小
さ

な
お
店
の
販
売
、
地
元
産
米
と

ト
ン
汁
の
振
る
舞
い
等
を
実
施
せ

ず
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
活
動
を

縮
小
し
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
た

め
、
作
品
展
示
数
は
昨
年
よ
り

減
り
ま
し
た
が
、
展
示
し
た
作
品

は
ど
れ
も
手
の
込
ん
だ
も
の
や
日

頃
の
努
力
の
賜
で
出
来
上
が
っ
た

作
品
ば
か
り
で
し
た
。

地区盆栽グループの展示

日頃の努力の成果が見て取れる作品の数々 マスクを着用しての講座実施でした

2425  生涯学習だより / 20.11

注目を集めたクマのはく製

予想を超える来場者数でした

長期間の展示で多くの方が観覧

規模を縮小しての展示



趣
味
・
実
用

お
う
ち
仕
事
術

戸

田 

覚  

買
い
物
難
民
対
策
で
田
舎
を
残
す

村

上 

稔

日
本
の
幻
獣
図
譜

湯
本 

豪
一

香
害
は
公
害

水
野 

玲
子

最
新
知
見
で
新
型
コ
ロ
ナ
と
た
た
か
う

岡
田 

晴
恵

疫
病
２
０
２
０

門
田 

隆
将

図
解
で
わ
か
る
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
工
学
研
究
所

１
０
０
の
失
敗
に
学
ぶ
結
露
完
全
解
決

日
経
ホ
ー
ム
ビ
ル
ダ
ー

指
物
の
基
礎
と
製
作
技
法

大
工
道
具
研
究
会

ど
ん
な
木
も
生
か
す
山
村
ク
ラ
フ
ト

時
松 
辰
夫

ち
い
さ
な
お
直
し

い
わ
せ 

あ
さ
こ

図
解
で
よ
く
わ
か
る
土
壌
診
断
の
き
ほ
ん

日
本
土
壌
協
会

明
る
い
老
犬
生
活

老
犬
生
活
応
援
隊

お
と
な
に
な
る
の
び
太
た
ち
へ

藤
子　

F　

不
二
雄

紙
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

堀
込 

好
子

よ
み
も
の

明
る
い
覚
悟

落
合 

恵
子

美
女
ス
テ
イ
ホ
ー
ム

林 

真
理
子

ケ
ブ
ラ
・
ナ
ガ
ス
ト

蔀 

勇

造

マ
マ
ナ
ラ
ナ
イ

井
上 

荒
野

も
し
か
し
て
ひ
ょ
っ
と
し
て

大

崎 

梢

善
医
の
罪

久
坂
部 

羊

死
の
扉

小
杉 

健
治

ア
ン
と
愛
情

坂

木 

司

ザ
・
ベ
ス
ト
ミ
ス
テ
リ
ー
ズ
２
０
２
０

日
本
推
理
作
家
協
会

動
物
警
察
24
時

新
堂 

冬
樹

夜
明
け
の
す
べ
て

瀬
尾 

ま
い
こ

銀
齢
探
偵
社

中
山 

七
里

く
ち
ば
み

花
村 

萬
月

だ
ま
さ
れ
屋
さ
ん

星
野 

智
幸

孔
丘

宮
城
谷 

昌
光

大　
活　
字

密
室
本
能
寺
の
変

風
野 

真
知
雄

虹
の
生
涯　
上
1
・
2
／
下
1
・
2

森
村 

誠
一

郷　
　
　
土

教
え
て
!
信
州
か
ら
の
防
災
学

信
州
大
学
地
域
防
災
減
災
セ
ン
タ
ー

ア
オ
や
!

内
田 

き
み

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

◇12月図書館カレンダー ◇

1 火
2 水 移動図書館車③温井 ･秋津
3 木 10:30絵本とわらべうたの会
4 金 移動図書館車④太田 ･富倉
5 土
6 日 10:30 ～おはなしひろば
7 月 休館日
8 火
9 水 移動図書館車①北原 ･常盤
10 木 10:30絵本とわらべうたの会
11 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
12 土
13 日 10:30 ～ブックスタート
14 月 休館日
15 火
16 水 移動図書館車③温井 ･秋津
17 木 10:30絵本とわらべうたの会
18 金 移動図書館車④太田 ･富倉
19 土
20 日 10:30 ～おはなしひろば
21 月 休館日
22 火
23 水 移動図書館車①北原 ･常盤
24 木 10:30絵本とわらべうたの会
25 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
26 土
27 日 10:30 ～おはなしひろば
28 月

休館日（年末年始）
29 火
30 水
31 木

■の日は休館です

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

✿開館時間と休館日✿
 【開館時間】
     火～金     9:30 ～ 18:00
     土・日・祝      9:30 ～ 17:00
 【休 館 日】
    月曜（祝日の場合は 翌平日）　
　年末年始 ・ 蔵書整理期間等

図書館
ニュース

と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り

　

10
月
22
・
23
日
の
両
日
、
木

島
平
中
学
校
2
年
生
の
生
徒

4
名
が
、
図
書
館
に
て

職
業
体
験
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
ず
朝
の
清
掃
か
ら

始
ま
り
、
当
日
の
新
聞

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
、

開
館
前
の
準
備
を
体
験

し
ま
し
た
。
続
い
て
カ
ウ

ン
タ
ー
で
貸
出
や
返
却

の
作
業
を
行
い
、
利
用

者
の
方
と
の
応
対
に
緊

張
し
た
様
子
で
し
た
が
丁
寧
に

対
応
で
き
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
「
絵
本
と
わ
ら
べ

う
た
の
会
」
や
「
親
と
子
の
絵

本
講
座
」
に
参
加
し
、
絵
本
を

通
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
体

験
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
体
験
を

通
し
て
「
思
っ
て
い
た
よ
り
も
、

た
く
さ
ん
の
仕
事
が
あ
っ
て
大

変
だ
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。木
島
平
中
学
校
の
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

10
月
に
『
親
と
子
の
絵
本

講
座
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

全
4
回
、
延
べ
13
組
の
親
子

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
参
加

者
か
ら
は
「
絵
本
の
選
び
方

か
ら
読
み
聞
か
せ
の
ポ
イ
ン

ト
ま
で
、
と
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
」
と
、
絵
本
と
の

関
わ
り
方
を
学
ぶ
良
い
機
会

に
な
っ
た
様
で
し
た
。
ご
参

加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　曼荼羅は密教から生まれた絵ですが、描かれている世界（世界観）は多種
多様です。また、その美しさはアートとしても素晴らしいものがあります。
日本の各寺院の曼荼羅から世界のマンダラ・新しいマンダラまで、色鮮やか
な写真で紹介しています。

『世界で一番美しいマンダラ図鑑』

旬の本☆話題の本☆意外な本

　
ご
来
館
の
際
に
連
絡
先
を
ご

記
入
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
10
月
末
よ
り
中
止
い
た
し

ま
し
た
。
長
い
間
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
ご
来

館
の
際
は
マ
ス
ク
着
用
・
手
指

消
毒
・
検
温
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

エクスナレッジ：出版

　
科
学
道
と
は
、
書
籍
を
通
じ

て
科
学
の
お
も
し
ろ
さ
や
素
晴

ら
し
さ
を
届
け
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
毎
年
選
り
す
ぐ
り
の
本

を
紹
介
す
る
企
画
で
す
。
今
年

も
旬
の
ト
ピ
ッ
ク
で
揃

え
た
「
テ
ー
マ
本
」
と
、

時
代
を
経
て
も
古
び
な

い
良
書
を
選
ん
だ
「
科

学
道
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
」

と
題
し
て
、
多
彩
な
書

籍
を
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
の
注
目
は

や
は
り
ウ
イ
ル
ス
や
免

疫
と
い
っ
た
感
染
症
に

関
す
る
書
籍
で
し
ょ
う

か
!?
ほ
か
に
も
、
小
学
生
か
ら

楽
し
め
る
宇
宙
に
関
す
る
書
籍

も
充
実
し
て
い
ま
す
。
宇
宙
人

の
姿
を
想
像
し
て
書
い
て
み
る

の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

　
こ
ち
ら
の
書
籍
は
貸
出
も
で

き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
手
に
取
っ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

正木　晃：著
▼あいうえお順に並べて…

▼私が書いた新刊の紹介みてね

連
絡
票
の
中
止
に
つ
い
て

らいぶらりブックレビュー

　
ま
た
「
お
か
し
つ
り
」
も
大

盛
況
で
、
会
場
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
は
釣
竿
を
手
に
し
た
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
が
聞
か
れ
、

用
意
し
た
お
菓
子
は
2
日
目
に

は
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
市
内
で
も
催

し
が
少
な
い
な
か
、
ひ
と
と
き

の
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ご
来

館
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
感
染

予
防
対
策
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
10
月
3
・
4
日
に
学
び
の
エ

リ
ア
秋
ま
つ
り
に
併
せ
て
『
と

し
ょ
か
ん
ま
つ
り
』
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
例
年
行
っ

て
い
た
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
、

規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
当
日
は
、
施
設
へ

入
館
の
際
に
手
指
消
毒
や
検
温

の
ほ
か
、
連
絡
先
の
記
入
に
ご

協
力
い
た
だ
く
な
ど
感
染
予
防

対
策
を
徹
底
し
、
出
入
口
も
一

か
所
に
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
年
開
催
し
た
主
な
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
「
本
の
リ
サ
イ
ク
ル

市
」
で
は
、
開
館
直
後
は
整
理

券
を
配
布
し
、
入
場
人
数
を
制

限
し
て
行
い
ま
し
た
が
「
毎
年

ど
ん
な
本
が
あ
る
の
か
楽
し
み

に
訪
れ
て
い
る
」
と
い
う
方
な

ど
大
勢
の
皆
さ
ん
に
ご
来
館
い

た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
書
籍
を

ご
購
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼お菓子の袋は釣れるかな!?

▼第1回からのとしょかんまつり
の写真が展示されたギャラリー

▼この絵本おもしろそうだなぁ

　
　

　『瑞穂村誌』（昭和 13年
発行）を探しています。
 ご寄贈いただける方は、
図書館までご連絡をお願
いいたします。
《飯山図書館☎ 62-1118》

【お譲りください】

- 働く体験を通して -

科学道 100 冊 2020
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No.430

い
い
や
ま
社
協
だ
よ
り

☎FAX

初
心
者
で
も
大
丈
夫
！

は
じ
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

福
祉
教
育
の
た
め
の

備
品
貸
出
し

行
っ
て
ま
す

　

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
福
祉
に
関
す
る
様
々
な
物

品
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
が
あ
る
と
は
、
歳
を

重
ね
て
身
体
が
変
化
す
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
実
際

に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
道

具
で
す
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
が
、
無
料
で
貸
出
や
体
験
授

業
を
行
っ
て
い
る
の
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

貸出備品（数 量） 備　　考
車いす（12） 自走用・介助用の 2タイプ
高齢者疑似体験セット（5） おもり等で体の動きを制限

し、加齢による身体の変化
を疑似体験するキット

白杖（10）＆アイマスク（32）視覚障がい体験用
点字セット（18） 点字を打つ専用の道具

　
近
年
、
全
国
的
に
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
包
括
的

な
支
援
体
制
の
整
備
が
各
地
域

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域

住
民
や
多
様
な
主
体
が
「
我
が

事
」
と
し
て
参
画
し
、人
と
人
、

人
と
資
源
が
世
代
や
分
野
を
超

え
て
「
丸
ご
と
」
つ
な
が
る
こ

と
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮

ら
し
と
生
き
が
い
、
地
域
を
と

も
に
創
っ
て
い
く
社
会
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
飯
山
市
で
は
小
地
域
に
お
け

る
住
民
主
体
の
福
祉
活
動
を
さ

ら
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
赤

い
羽
根
共
同
募
金
の
配
分
金
を

財
源
と
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た

住
民
の
助
け
合
い
活
動
等
を
行

う
様
々
な
分
野
の
グ
ル
ー
プ
・

団
体
を
応
援
す
る
た
め
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

　
申
請
に
際
し
て
事
前
説
明
会

を
開
き
ま
す
。
説
明
会
に
お
い

て
詳
細
を
説
明
し
、
申
請
書
等

を
お
渡
し
し
ま
す
。
助
成
を
希

望
す
る
団
体
等
は
、
配
布
さ
れ

た
申
請
書
に
、
必
要
書
類
を
添

付
し
当
協
議
会
ま
で
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
助
成
内
容
等
例

年
と
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
ま

助成対象部門　
　地域福祉の推進、小中高校における福祉普及活動及び住民の安心・
　安全な地域づくりに資する活動の中で、次に関するもの
　①地域福祉　②高齢者支援　③障害児・者支援　④子ども支援
　⑤災害関連
助 成 内 容　
　◎一般助成（地域福祉推進のための活動・事業に必要とする経費）
　　……上限 3万円
　◎特別助成（地域をともに支え創っていく社会を目指し、住民と
　　ともに行う先駆的な活動への助成）……上限 10万円
事 前 説 明 会　
　令和 2年 12月 10日（木）① 13時 30分～　② 19時 00分～
　会場：飯山市福祉センター
　参加希望者は12月 4日（金）までに飯山市社会福祉協議会まで
　ご連絡ください
助成募集期間　令和 3年 1月 4日（月）～ 2月 1日（月）
助 成 期 間　令和3年4月1日（木）～令和4年3月31日（木）

す
の
で
、
で
き
る
か
ぎ
り
事
前

説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
当
協
議
会
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
、
地
域
の
な
か
で
は
支
え

合
い
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
誰
も

が
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
、
住
民
同
士
の
支
え
合

い
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興

味
の
あ
る
方
や
こ
れ
か
ら
や
っ

て
み
た
い
方
の
た
め
に
、
日
頃

よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
市
内
の
先

輩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
本
に
つ
い

て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
講

座
に
参
加
し
て
自
分
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
る

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
ま
せ
ん

か
？

　
お
申
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ

は
飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

10
月
24
日
㈯
、

10
月
31
日
㈯
に

飯
山
市
共
同
募
金

委
員
会
に
よ
る
街

頭
募
金
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
募

金
活
動
に
は
市
内

の
児
童
館
・
セ
ン

タ
ー
・
ク
ラ
ブ
の

子
ど
も
た
ち
や
飯

山
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
開
催
し
て

い
る
福
祉
体
験
教

室
「
わ
く
ワ
ク
と

う
ど
塾
」
の
子
ど

も
た
ち
も
募
金
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。
肌
寒
い
日
も
あ
り
ま

し
た
が
、「
楽
し
か
っ
た
！
」
と

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
元
気

い
っ
ぱ
い
で
と
て
も
嬉
し
そ
う

で
し
た
。

　
多
く
の
皆
さ
ま
よ
り
募
金
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
は
12
月
31
日
ま
で
行
っ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　デイサービスセンター常盤

 Q．デイサービスセンター常盤ってどんなとこ？
 A. 定員は 29 名、総合事業の方の受入れもしています。職員
は 15 名で、ご利用者様と職員が共に楽しみながらレクリエー
ションを行ったり、作品を一緒に作り上げたり、そんな和気あ
いあいとした温かい雰囲気のデイサービスです。
 Q．一押しポイントは？
 A. ご利用者様に伺ったところ「仲間と会えて楽しく元気の出ると
ころ」と多くの方が笑顔で答えてくれました。ご利用者様・職員と
もに元気をもらい若返ります！
 Q．皆さんへ一言お願いします！
 A. 地域の皆さまとともに笑顔の輪を広げていきたいと思っており
ます。ご利用をお待ちしております。

苑長に聞いてみました‼

住   　所：飯山市大字照里 1555-1
電話番号：（0269）65-5001
住   　所：飯山市大字照里 1555-1

デイサービスセンター常盤

ションを行ったり、作品を一緒に作り上げたり、そんな和気あ

ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

はじめてのボランティア講座
日 時　12 月 5日（土）
　　　　　13：30～ 15：30
場 所　飯山市福祉センター 3 階
対 象 者　飯山市内在住のボランティアに興味
　　　　　のある方、ボランティア活動者等
内 容　
・「ボランティアの基本

～これからはじめるボランティア～」
　講　師：大月 肇 氏
・「やってみよう！ボランティア活動体験」
　講　師：あけぼの会 岩崎 澄子 氏
参 加 費　無料
そ の 他　
参加される方はマスク着用をお願いします。
今後の新型コロナウイルス感染拡大状況に
よっては開催を中止する場合があります。

い
い
や
ま
社
協
だ
よ
り

す
の
で
、
で
き
る
か
ぎ
り
事
前

説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
当
協
議
会
ま
で
お

令
和
3
年
度

地
域
を
良
く
す
る
し
く
み
づ
く
り
助
成
金

募
集
の
お
知
ら
せ
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令和2年 9月 21日～令和2年 10月 20日分
ご寄附・ご訪問
いつもありがとうございます

ご　芳　名 物　品・金　額 備　　　考

岸田 敦樹 様 ストロー細工
（エビ・昆虫）ご寄附 飯山児童クラブ

ご　訪　問
施 設 名 等 ご　　芳　　名 内　　容　　等

デイサービス
ゆきつばき あけぼの会 様 古布で布切り

飯山児童クラブ 飯山高校 JRC 様 児童と交流
飯山学園 クロワッサンの会 様 パン作り

ご　寄　附
ご　　芳　　名 物　品・金　額 備　　　考

相澤 はま江 様 くず入 ご寄附 善意銀行

匿名 様 1,149 円（1円玉）
ご寄附 湯の入荘飯山市ボランティア

連絡協議会 様 マスク ご寄附

小松 方枝 様 ペンネット ご寄附 デイサービス
ゆきつばき

匿名 様 古布 ご寄附 デイサービス瑞穂

お問い合せ：湯の入荘　☎ 65-3312

日 曜 地 区 ・ 団 体 等
1 火 カラオケ同好会

2 水 栄町 9：00、新町 9：05
上町・鉄砲町 9：10、本町

3 木
山岸 8：45、其綿 8：50
吉・安田・上新田 9：00
野坂田 9：10、坂井 9:15
下木島 9：20、天神堂 9：25

4 金
北原 8：45
柏尾・小菅・針田・関沢 9：00
戸那子 9：05
中組・富田・福島 9：10、神戸

5 土 同好会発表会・お風呂修繕工事中
8 火 お風呂修繕工事中
9 水 お風呂修繕工事中
10 木 お風呂修繕工事中

11 金 小沼 8：50、戸隠 9：00
柳新田 9：05

12 土 西大滝 8：45、藤沢 8：55、桑名川
上野 9：10、大倉崎

15 火 カラオケ同好会
16 水 飯山市老人クラブ連合会

17 木
四ツ屋 8：45、
山口・藤ノ木・小佐原 8：55、南条
上新田・笹川 9：00

18 金 堀之内 9：00、五束・柳沢 9：05
小境 9：10

19 土
上境 8：40、羽広山 8：55
温井・三郷 9：00、曽根、蕨野 9：10
瀬木・五荷・北条 9：15 、大深

22 火
中谷 8：45、大川 9：00
市ノ口 9：10
神明町、愛宕町、田町、北町

23 水 今井 9：00

24 木 曙町 8：50、奈良沢 8：55
上倉 9：00、肴町・福寿町

25 金 戸狩 8：50
上水沢 9：00、大池、下水沢、大塚

26 土 荒舟 8：45、新田、深沢、上組 8：55
北組 9：00、中町 9：10、北畑 9：15

お知らせと募集
お問い合せ：湯の入荘　☎ 65-3312

会場
　飯山市福祉センター ( 本町 )

心配ごと相談
毎週水曜日
9：00～ 12：00 要予

約

総合相談
12 月 21 日（月）
  9：00 ～ 15：00

予約
不要

弁護士による無料法律相談
11：00～ 15：00

　相談は行政、女性、人権、家庭、法律相談など無料でご相
談いただけます。

　　　結婚相談所
いいやま出会いサポートセンター

12月 開所日ご案内 開所日ご案内
7日（月）、12日（土）、14日（月）、21日（月）

時間はいずれも午前 9時～ 12時、午後 1時～ 4時です。
相談には事前の予約が必要です。（☎ 62-7030）

知

社会福祉法人 飯山市社会福祉協議会
　　〒 389-2253　飯山市大字飯山 1211-1 ／☎ 0269-62-2840 ／ FAX　0269-62-2904
　　MAIL : s.fukusi@iiyama-catv.ne.jp ／ URL：https://iiyama-shakyo.or.jp　　携帯電話でアクセス→

今月の  皆さまの投稿をお待ちしています。
 社会福祉法人 飯山市社会福祉協議会「今月の歌」係 宛

10 月 13日 ( 火 )　老人福祉センター湯の入荘へ
マスクご寄付いただきました
飯山市ボランティア連絡協議会様より「コロナ禍でも自分たちに
できることを」の想いからマスクを募り湯の入荘へご寄付してく
ださいました。コロナ禍で人と人とが接触しないことが求められ
るなかで、飯山市ボランティア連絡協議会様をはじめ、マスクを
ご寄付いただき、皆さまの温かい気持ちを感じることができまし
た。大切に使わせていただきます。ありがとうございました。

・
弥
陀
の
掌
の
広
さ
を
想
ふ
冬
木
立

・
ど
の
夢
も
逃
げ
水
だ
っ
た
の
か
風
よ

・
わ
ら
べ
唄
母
の
匂
い
に
た
ど
り
つ
く

・
や
が
て
ま
た
散
る
花
だ
か
ら
朱
を
そ
え
る

・
四
次
元
へ
流
れ
た
あ
な
た
と
い
る
岸
辺

・
わ
だ
つ
み
の
昭
和
史
に
見
る
風
の
遺
書

常
盤
　
　
　
小
野
　
し
ま

・
秋
晴
る
ゝ
富
士
一
望
の
峠
茶
屋

・
名
月
に
コ
ロ
ナ
終
息
祈
り
け
り

・
い
つ
の
間
に
猫
膝
に
乗
る
夜
寒
か
な

東
京
都
　
阿
部
　
つ
ぎ
を

・
よ
ろ
し
く
と
学
び
持
た
せ
る
施
設
に
て

余
生
を
は
し
る
昭
和
の
心

・
大
空
え
実
り
捧
げ
る
神
無
月

幸
せ
持
た
す
祈
り
の
か
し
わ

飯
山
　
　
　
　
藤
山

・
秋
さ
な
か
今
年
生
り
年
百
匁
柿

甘
か
渋
か
は
渦
巻
に
よ
る

・
霧
晴
れ
の
日
脚
短
き
街
並
み
に

干
し
て
味
で
る
大
根
す
だ
れ

・
須
多
峰
の
施
設
帰
り
が
ま
く
ま
く
と

暮
色
早
し
の
西
回
り
線

木
島
　
　
依
田
　
と
も
に

・「
し
ょ
う
し
く
て
外
歩
け
ね
え
　
投
稿
す
ん
な
」

母
の
言
い
つ
け
マ
ジ
で
ど
う
す
る
？

・
簾
外
し
欄
間
閉
め
た
り
炬
燵
出
し

老
母
の
時
季
を
支
え
る
面
々

東
京
都
　
　
　
　
美
恵
子

  福祉センター館内展示
11月より新しくなりました！

※配車地域が一部変更となっておりますので、
　お間違えのないようお願いいたします。

11
月
〜
12
月

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

み
ゆ
き
野

素晴らしい作品が
たくさん展示され
ました。
是非ご覧ください。

12月 19日（土）14：00～ 16：00
大人世代の〝クリスマスコン〟開催！

　　　対象 … 男性 45歳～ ／ 女性 40歳～（各 5名）

イベントのご案内

詳細等は飯山市社協ホームページをご覧ください。

12月 19日（土）14：00～ 16：0012月 19日（土）14：00～ 16：00



◆
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
い
ま
だ
終

息
の
目
途
が
見
え
な
い
。
い
ま
日

本
の
政
治
や
経
済
体
制
、
社
会
の

あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
安
倍

政
権
が
辞
任
し
て
、
新
し
い
内
閣

が
発
足
し
た
。「
森
友
・
加
計
」・「
桜

を
見
る
会
」
疑
惑
な
ど
政
治
の
私

物
化
、
消
費
税
導
入
に
よ
る
市
民

生
活
の
圧
迫
、
立
憲
主
義
、
民
主

主
義
府
を
踏
み
に
じ
る
暴
挙
な
ど

の
安
倍
政
権
に
つ
い
て
。

　
　

経
済
至
上
主
義
に
走
っ
た
結

果
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど

の
問
題
で
は
極
め
て
脆
弱
な
社
会

で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ

た
。
経
済
・
社
会
の
あ
り
方
も
考

え
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

◆
地
方
創
生
交
付
金
の
２
次
補
正

　
　
国
の
２
次
補
正
に
お
け
る
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
事
業
者

支
援
の
強
化
や
福
祉
事
業
の
拡
充

な
ど
国
の
基
準
で
は
な
く
、
市
独

自
の
支
援
制
度
の
事
業
の
拡
充
が

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

持
続
化
給
付
金
に
つ
い
て
、

飯
山
市
は
国
の
基
準
に
準
じ
て
の

制
度
と
な
っ
て
い
る
。
市
独
自
の
国

の
基
準
を
こ
え
て
の
制
度
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
国
・
県
の
動
向
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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一 般 質 問

9月9日～１１日の３日間にわたり、１４名の議員から市政に対する一般質問が行われました。　
質問の一部を抜粋しての掲載で、内容は各議員において編集しております。掲載の順番は質問順です。

9
月
定
例
会

山﨑一郎議員

観
光
振
興
の
今
後

に
向
け
て

　
　
拡
張
工
事
を
実
施
中
の
、「
道
の

駅
花
の
駅
千
曲
川
」
の
場
所
は
、
飯
山

の
四
季
を
展
望
出
来
る
最
高
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
の
で
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
を
見
据

え
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の
情
報
発
信
基
地
に

し
て
は
と
の
市
民
提
案
が
あ
る
。
ま
た
、

併
せ
て
千
曲
川
流
域
の
安
心
・
安
全
の

た
め
に
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
併
設

さ
せ
て
は
ど
う
か
。

　
　
提
案
の
あ
っ
た
「
ア
ウ
ト
ド
ア
の
情

報
発
信
基
地
」
と
「
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
併
設
す
る
案
に
つ
い
て
は
検
討
を
進
め

て
い
る
。「
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
設
置
に

向
け
機
会
あ
る
毎
に
国
へ
要
望
し
て
い
る
。

◆
駅
前
ホ
テ
ル
の
建
設
に
つ
い
て

　
　
誘
致
に
取
り
組
ん
で
５
年
経
過
し

た
が
採
算
性
か
ら
実
現
し
な
い
わ
け
で
、

客
室
50
室
等
の
条
件
を
再
検
討
し
実
現

を
目
差
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
ホ
テ
ル
業
界
も

大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
規
模
等
を
含
め
実
現

可
能
な
要
件
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。

　
　
い
つ
ま
で
に
ど
ん
な
取
組
み
を
す
る

の
か
示
す
べ
き
と
思
う
。

　
　
今
年
中
に
規
模
等
要
件
の
見
直
し

に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。

答 問 答 問問答

高山恒夫議員

新
た
な
学
校
づ
く

り　
　
北
部
地
域
の
振
興
か
ら
も
答
申
ど

お
り
小
学
校
は
南
北
２
校
が
最
終
形
と

理
解
す
る
が
。

　
　
旧
村
地
域
で
学
校
を
支
え
る
歴
史
、

伝
統
、
文
化
を
分
離
せ
ず
、
地
域
の
継

続
と
活
性
化
の
道
を
残
す
小
学
校
配
置

が
子
ど
も
た
ち
と
地
域
に
と
っ
て
ベ
ス
ト

と
考
え
る
。

◆
男
女
共
同
参
画
計
画

　
　
市
の
女
性
管
理
職
は
０
人
だ
が
組

織
に
問
題
は
な
い
か
。

　
　

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
き
、
特

定
事
業
主
行
動
計
画
と
し
て
、
女
性
係

長
相
当
職
を
増
や
し
将
来
へ
の
人
材
育

成
に
取
組
ん
で
い
る
。

◆
公
職
選
挙
法
の
改
正

　
　
市
は
市
長
・
市
議
選
で
の
「
選
挙

運
動
用
自
動
車
」
の
公
費
負
担
を
認
め

て
い
な
い
が
。

　
　
財
政
的
な
負
担
を
伴
う
た
め
広
く

研
究
し
た
い
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
で
の
人
権
教
育
の
実
践

　
　
不
当
な
差
別
、
誹
謗
中
傷
を
な
く
す

た
め
今
こ
そ
人
権
教
育
の
実
践
が
必
要
。

　
　

学
校
に
お
け
る
学
習
や
家
庭
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
も
ち
ろ
ん
、
市
報
等
で
啓

発
を
よ
り
進
め
て
い
き
た
い
。

問 答答答答 問 問問

　
　
昨
年
の
災
害
時
に
多
く
寄
せ
ら
れ

た
問
題
点
に
、
情
報
収
集
と
そ
の
発
信

の
遅
れ
に
つ
い
て
多
く
の
指
摘
が
あ
っ
た

が
、ど
の
よ
う
な
対
策
を
検
討
し
た
の
か
。

　
　
ま
ず
対
策
本
部
体
制
を
見
直
し
た
。

理
事
者
、
部
長
が
集
ま
る
対
策
本
部
を

市
役
所
４
階
に
設
け
、
雨
量
、
河
川
水

位
、
現
場
映
像
等
確
認
で
き
る
モ
ニ
タ
ー

を
設
置
。
区
や
消
防
団
と
協
力
し
て
樋

門
・
樋
管
の
開
閉
状
況
を
把
握
す
る
な

ど
、
情
報
収
集
と
指
示
伝
達
が
同
一
会

場
の
中
で
行
え
る
形
と
し
た
。

　
　
災
害
時
の
情
報
発
信
に
重
要
な「
新

防
災
無
線
」
の
取
り
付
け
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

　
　
本
年
度
は
戸
別
受
信
機
を
７
月
か

ら
配
布
し
、
９
月
４
日
ま
で
の
配
布
済

み
数
は
１
０
１
７
件
。
年
内
に
は
各
戸
へ

の
設
置
を
終
え
た
い
。

　
　
特
別
定
額
給
付
金
の
対
象
外
と
な

る
新
生
児
を
対
象
に
出
産
特
別
給
付
金

を
給
付
さ
れ
る
が
、
人
口
減
少
対
策
と

し
て
来
年
度
以
降
も
継
続
を
提
案
す
る
。

　
　

今
回
は
子
育
て
応
援
事
業
と
し
て

国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
。
人
口
対
策
の

観
点
で
財
源
の
課
題
も
検
討
す
る
中
で
事

業
実
施
を
継
続
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

問 答答 答 問問

一
般
質
問

台
風
シ
ー
ズ
ン
の

災
害
対
策
に
つ
い

て

岸田眞紀議員

　
　
７
月
豪
雨
災
害
の
対
応
は
。

　
　
各
区
長
や
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、

農
業
者
か
ら
の
連
絡
や
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
職
員
に
よ
る
現
場
調
査

を
行
っ
た
。
７
月
専
決
予
算
で
復

旧
工
事
を
進
め
て
い
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
避
難
所
対
応
は
。

　
　

検
温
や
手
指
消
毒
の
徹
底
、

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
設
置
を
行
う

他
、
車
中
避
難
も
検
討
い
た
だ
く
。

　
　
婚
活
へ
の
取
組
状
況
は
。

　
　
本
年
４
月
よ
り
婚
活
事
業
を

社
協
へ
一
元
化
し
結
婚
相
談
員
等

と
連
携
し
て
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

　
　

結
婚
や
出
産
、
子
育
て
に
つ

い
て
支
援
強
化
が
必
要
に
思
う
が
。

　
　
財
源
等
の
課
題
も
検
討
す
る

中
で
、
事
業
実
施
に
向
け
て
計
画

を
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
る
。

◆
観
光
対
策
に
つ
い
て

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

す
る
市
内
事
業
者
へ
の
取
組
み
は
。

　
　
飲
食
店
等
感
染
防
止
対
策
事

業
に
お
い
て
感
染
予
防
対
策
経
費

に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
低
迷
し
た
観
光
客
増
加
に
向

け
取
組
と
今
後
の
考
え
は
。

　
　
国
内
へ
目
を
向
け
た
観
光
誘

客
の
推
進
と
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
活
用
で
、
地
域
経
済
が

活
性
化
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。

答 安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

吉越利明議員

　
　
水
防
計
画
が
作
ら
れ
た
。
洪

水
時
に
一
番
重
要
な
こ
と
は
、
避

難
準
備
・
高
齢
者
避
難
開
始
の
的

確
な
発
令
に
あ
る
。
基
準
は
何
か
。

　
　
千
曲
川
飯
山
水
位
観
測
所
の

水
位
９
㍍
が
基
準
。
状
況
を
総
合

判
断
し
て
避
難
準
備
を
発
令
す
る
。

　
　
県
は
立
ヶ
花
で
の
避
難
判
断

水
位
を
９・１
㍍
か
ら
７・５
㍍
に
引

き
下
げ
た
が
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
飯
山
市
も
避
難
勧
告
基
準
を

早
急
に
改
定
し
周
知
し
て
い
く
。

　
　
市
が
避
難
行
動
に
支
援
が
必

要
と
考
え
て
い
る
人
は
何
人
か
。

　
　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に

記
載
さ
れ
て
い
る
３
５
３
名
。

　
　
市
の
名
簿
に
載
ら
な
い
支
援

が
必
要
な
人
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
地
域
で
災
害
時
住
民
支
え
合

い
マ
ッ
プ
を
作
る
時
に
取
り
組
み

を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
避
難
に
支
援
が
必
要
な
人
に

つ
い
て
は
、
市
が
ス
キ
ー
場
周
辺

の
民
間
施
設
に
避
難
所
に
な
っ
て

も
ら
う
協
力
を
求
め
ら
れ
な
い
か
。

　
　
避
難
先
は
原
則
と
し
て
、
市

指
定
の
避
難
所
に
避
難
し
て
い
た

だ
く
が
、
避
難
行
動
要
支
援
者
は

三
百
数
十
名
お
り
、
市
が
個
別
対

応
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
地
域

で
の
対
応・協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

答問答 問 答 問答 問

答 答問 問 問

　
　

道
の
駅
花
の
駅
千
曲
川
は
、

全
国
的
に
見
て
も
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
素
晴
ら
し
く
、
日
本
一
の
大
河

千
曲
川
、
菜
の
花
公
園
が
眺
望
で

き
、
年
間
１
０
０
万
人
以
上
が
訪

れ
る
。リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
後
、

ど
う
観
光
に
活
か
す
の
か
。

　
　

従
来
の
機
能
に
加
え
、
ア
ウ

ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
、
情
報

発
信
の
基
地
と
し
て
活
用
す
る
な

ど
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

　
　
各
部
門
が
縦
割
り
で
は
な
く
、

掛
け
算
で
相
乗
効
果
が
上
が
る
感

動
の
お
も
て
な
し
が
大
切
。
道
の
駅

に
対
す
る
考
え
方
を
根
本
的
に
変

え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

時
代
に
合
わ
せ
、
ニ
ー
ズ
の

変
化
を
捉
え
、
各
部
門
を
連
携
・

融
合
さ
せ
、
相
乗
効
果
を
生
む
道

の
駅
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

◆
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　
　
前
回
対
策
の
実
態
を
質
問
を

し
た
と
こ
ろ
、
小
型
鳥
獣
捕
獲
講

習
会
を
開
催
い
た
だ
き
、
多
く
の

方
が
受
講
さ
れ
小
動
物
の
捕
獲
が

可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
、
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
感
謝
す
る
が
活
動
内
容
は
。

　
　
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
等
が
、
住

宅
地
周
辺
に
出
没
し
た
場
合
に
捕

獲
対
応
を
中
心
に
考
え
て
い
る
。

　
　
「
信
濃
川
水
系
緊
急
治
水
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
内
容
は
。

　
　
台
風
第
19
号
災
害
を
踏
ま
え

国
、
県
、
流
域
市
町
村
が
連
携
し
３

つ
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
。
①
治

水
対
策
の
推
進
②
浸
水
被
害
軽
減

対
策
③
減
災
に
向
け
た
取
り
組
み
。

　
　
皿
川
改
修
の
今
後
の
計
画
は
。

　
　
皿
川
樋
門
か
ら
英
岩
寺
橋
ま

で
の
約
６
０
０
㍍
の
区
間
に
つ
い
て

左
右
両
岸
の
堤
防
を
か
さ
上
げ
す

る
計
画
、
令
和
３
年
度
の
事
業
化

に
向
け
河
川
整
備
計
画
の
見
直
し

を
進
め
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

市
内
遊
水
地
の
設
置
に
つ
い

て
、
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　
　
４
月
に
市
か
ら
上
組
、
中
山

根
、
伍
位
野
の
３
区
へ
遊
水
地
候

補
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
６
月
に
は
、
千
曲
川
緊
急
治

水
対
策
出
張
所
か
ら
３
区
長
に
概

要
説
明
が
行
わ
れ
、
現
在
は
、
遊

水
地
整
備
の
調
査
検
討
を
行
っ
て

い
る
状
況
。

　
　
企
業
誘
致
、
移
住
支
援
事
業

に
つ
い
て
来
年
度
以
降
も
継
続
す

る
考
え
は
。

　
　
来
年
度
以
降
も
事
業
化
さ
れ

た
制
度
を
継
続
し
、
企
業
誘
致
等

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
元
年
台
風
第

19
号
災
害
の
早
期

復
旧
を
願
っ
て

久保田幸治議員

問 答 問

答 問 答 問問答

答答 問

水
防
計
画
、
避
難

が
困
難
な
人
の
避

難
計
画
が
必
要

松本淳一議員

道
の
駅
の
活
性
化

に
つ
い
て

西澤一彦議員

答問答 問問答

答 問

答 問

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
政
治
姿

勢
に
つ
い
て

小林喜美治議員

答 問問答 ０
２
６
９-

６
７-

０
７
４
８
（
直
通
）

０
２
６
９-

６
２-

０
０
０
５
（
代
表
）

☎

市

議

会

だ

よ

り
No.89

FAX

32



35  市議会だより/20.11 34

一 般 質 問

◆
奨
学
金
に
つ
い
て

　
　
医
師
奨
学
金
と
育
英
奨
学
金

の
返
済
支
援
制
度
は
。

　
　
医
師
奨
学
金
は
市
内
医
療
機

関
に
従
事
す
る
こ
と
、
育
英
奨
学

金
は
県
の
教
員
に
な
る
こ
と
で
返

済
の
優
遇
が
受
け
ら
れ
る
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
奨
学
金
の
創
設
を
。

　
　

課
題
も
あ
る
が
、
求
め
ら
れ

る
施
策
で
あ
る
。
検
討
す
る
。

◆
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
　
コ
ン
ビ
ニ
で
の
税
金
等
の
納

付
や
証
明
書
交
付
は
都
会
で
は
当

た
り
前
だ
が
、
飯
山
市
の
状
況
は
。

　
　
市
税
等
の
納
付
や
住
民
票
等

証
明
書
交
付
は
提
携
の
コ
ン
ビ
ニ
で

あ
れ
ば
全
国
で
可
能
。
証
明
書
交
付

に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
。

◆
人
口
増
施
策
に
つ
い
て

　
　
自
治
体
の
基
礎
体
力
は
人

口
。
市
営
住
宅
建
設
の
考
え
方
は
。

　
　
低
所
得
者
・
中
間
層
・
若
者
・

移
住
者
向
け
の
住
宅
が
あ
る
。
建

設
に
は
利
便
性
を
考
慮
し
て
い
る
。

　
　
旧
城
南
中
跡
地
は
住
宅
地
と

し
て
開
発
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

住
宅
地
と
し
て
の
開
発
も
含

め
活
用
の
検
討
を
進
め
る
。

　
　
各
種
の
支
援
施
策
を
ま
と
め

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
製
作
し
て
は
。

　
　
良
い
考
え
だ
。
実
施
し
た
い
。

水
害
時
、
国
庫
補

助
を
最
大
限
活
用

し
農
地
を
守
る

飯田健一議員

　
　
地
域
農
業
の
将
来
を
描
き
、

リ
ー
ド
で
き
る
行
政
と
は
別
の
民

間
感
覚
を
持
っ
た
組
織
が
必
要
だ
。

　
　

飯
山
市
に
と
っ
て
農
業
は
重

要
で
あ
り
儲
か
る
産
業
に
し
た
い
。

経
済
だ
け
で
な
く
農
地
保
全
等
、

公
共
に
供
す
る
役
割
も
あ
る
の
で

「
農
地
・
人
・
作
物
・
流
通
」
を
考

え
る
専
門
家
会
議
に
よ
る
研
究
会

を
早
急
に
立
ち
上
げ
検
討
す
る
。

議
員
が
提
案
す
る
組
織
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
行
き
た
い
。

　
　
荒
廃
農
地
を
出
さ
な
い
た
め

の
取
り
組
み
に
助
成
が
必
要
だ
。

　
　
復
旧
農
地
へ
の
振
興
作
物
作

付
け
に
は
補
助
が
あ
る
が
、
荒
廃

さ
せ
な
い
取
り
組
み
へ
の
助
成
は

何
が
で
き
る
か
研
究
し
た
い
。

　
　
農
地
災
害
復
旧
の
地
元
負
担

を
拒
否
さ
れ
る
例
が
あ
る
。
補
助

率
の
引
き
下
げ
の
検
討
が
必
要
だ
。

　
　
復
旧
に
は
所
有
者
の
承
諾
が

必
要
。
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
増
え

る
事
も
考
え
ら
れ
る
の
で
他
市
町

村
を
参
考
に
検
討
し
て
行
き
た
い
。

◆
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り

　
　
冬
期
間
の
「
け
だ
し
」
の
通

路
確
保
の
研
究
は
進
ん
で
い
る
か
。

　
　

電
気
式
融
雪
マ
ッ
ト
の
設
置

費
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
へ
の
支
援

が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
る
。

答 問答 問

問 答 問

　
　
当
初
予
算
編
成
か
ら
み
て
、

総
合
的
に
ど
う
評
価
し
来
年
度
事

業
に
つ
な
げ
て
い
く
か
。

答　
健
全
な
財
政
運
営
が
確
保
で

き
た
。
後
期
基
本
計
画
の
中
間
年

４
つ
の
重
点
目
標
を
基
に
３
か
年

計
画
、
来
年
度
予
算
を
考
え
る
。

　
　
歳
入
の
税
収
が
前
年
度
比
マ

イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
法
人

市
民
税
の
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
は
何

か
。
30
年
度
は
大
き
な
変
動
が
な

い
中
で
減
収
、
令
和
元
年
度
は
消

費
税
増
税
台
風
災
害
、
寡
雪
、
令

和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
、
市
町
村
民
税
減
が
考
え
ら
れ

る
。
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

　
　

上
位
５
社
の
１
割
近
い
減
収

が
要
因
。
約
25
億
円
の
市
税
の
内

約
１
億
５
千
万
円
が
法
人
分
。
補

助
制
度
、
有
利
起
債
の
活
用
等
含

め
歳
入
の
確
保
を
図
る
。

　
　
飯
山
市
独
自
の
事
業
継
続
支

援
給
付
金
の
対
象
は
売
り
上
げ
が

５
割
減
少
と
国
基
準
と
同
じ
。
こ

こ
を
緩
和
し
て
い
る
中
野
市
等
は

３
割
減
か
ら
対
象
に
し
て
い
る
。

検
討
で
き
な
い
か
。

　
　

国
の
基
準
に
よ
る
。
こ
の
他

に
市
内
の
消
費
喚
起
の
た
め
40
㌫

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行

し
て
い
る
。

答 問問 答 問

自
治
体
の

基
礎
体
力
は
人
口

上松永林議員

答 問問答問 答問

　
　
安
心
な
地
域
で
あ
る
た
め
に

感
染
予
防
を
学
ぶ
研
修
会
を
開
催

し
、
そ
の
受
講
ス
テ
ッ
カ
ー
を
お
店

や
施
設
に
掲
示
す
る
対
応
を
提
案

す
る
が
、
ど
う
か
。

　
　

安
心
し
て
お
客
様
に
お
越
し

い
た
だ
く
た
め
に
宿
泊
施
設
や
地

域
で
感
染
予
防
に
つ
い
て
具
体
的

に
学
ん
で
い
く
こ
と
は
重
要
。
感

染
防
止
の
啓
発
活
動
や
広
報
は
引

き
続
き
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

正
し
い
知
識
と
感
染
防
止
対
策
に

つ
い
て
学
び
実
践
す
る
こ
と
を
行

う
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
研
修
会

の
開
催
と
研
修
を
受
け
た
こ
と
を

証
明
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
の
交
付
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
　
コ
ロ
ナ
収
束
後
を
見
据
え
た

観
光
振
興
と
民
宿
観
光
に
つ
い
て

率
直
な
受
け
止
め
を
お
聞
き
す
る
。

　
　

教
育
旅
行
の
自
然
体
験
教

室
、
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

子
ど
も
や
青
少
年
の
た
め
の
旅
行

メ
ニ
ュ
ー
は
、
戸
狩
観
光
協
会
と

民
宿
の
人
た
ち
が
長
年
か
け
て
開

発
し
て
き
た
も
の
で
、
他
で
は
真

似
出
来
な
い
。
他
の
大
き
な
温
泉

観
光
地
で
は
出
来
な
い
メ
ニ
ュ
ー
を

開
発
し
な
が
ら
の
取
り
組
み
が
強

み
に
な
る
。
メ
ニ
ュ
ー
開
発
な
ど
の

点
で
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

答 問

答

問答

答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
応
に
つ
い

て

水野正彦議員

飯
山
市
農
業
の
明

日
を
考
え
る

佐藤正夫議員

令
和
元
年
度
決
算

に
つ
い
て

渡辺美智子議員

　
　
農
地
が
災
害
に
あ
っ
た
場
合
、

速
や
か
に
市
へ
連
絡
し
手
続
し
て

も
ら
え
ば
国
庫
補
助
に
よ
る
災
害

復
旧
事
業
を
受
け
ら
れ
る
か
。

　
　

災
害
対
応
で
あ
る
こ
と
、
復

旧
に
関
わ
る
工
事
費
が
40
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と
等
の
採
択
基
準
を

満
た
し
て
い
れ
ば
、
国
庫
補
助
対

象
と
な
る
。
被
害
が
あ
っ
て
も
採

択
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
、
市

単
独
事
業
と
な
る
。

　
　
河
川
敷
で
も
よ
い
か
。

　
　
堤
外
民
有
耕
作
地
ま
た
は
河

川
法
の
許
可
を
得
た
耕
作
地
で
あ

れ
ば
、
国
庫
補
助
対
象
と
な
る
。

　
　

稲
わ
ら
も
市
単
事
業
で
な

く
、
国
庫
補
助
を
活
用
す
る
か
。

　
　
国
か
ら
堆
積
稲
わ
ら
対
策
に

つ
い
て
国
庫
補
助
が
示
さ
れ
れ
ば
、

そ
の
事
業
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
活

用
で
観
光
農
業
推
進
を

　
　
数
人
の
農
業
就
農
希
望
者
を

募
集
し
て
も
ら
い
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
活
躍
す
る
場
を
設
け

て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

　
　
単
に
労
働
力
と
し
て
見
込
む

だ
け
で
は
対
象
に
な
ら
な
い
が
、

制
度
に
合
致
し
受
け
入
れ
態
勢
が

整
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
個
別
に
企

画
財
政
課
に
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

答 問答 問

答 答問 問

答

答問 答 問

○
台
風
19
号
に
か
か
る
北
信
建
設

　
事
務
所
管
内
の
復
旧
状
況

信
濃
川
水
系
緊
急
治
水
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本会議を傍聴する方へお願い
（新型コロナウイルス感染拡大防止について）

　本会議については「i ネット飯山」で放送をし
ております。本会議を傍聴する方は、席の間隔
をあけてお座りいただき、必ずマスクを着用く
ださい。（入場者数の制限あり）　

令
和
２
年
12
月
定
例
会

会
期
日
程　

(

予
定)

◆ 
招
集
・
議
会
構
成

　
　
　
　
　
11
月
30
日
㈪

◆ 

議
案
上
程

　
　
　
　
　
12
月
１
日
㈫

◆
一
般
質
問

　
　
12
月
９
日
㈬

　
　
　
　
　
　
〜
11
日
㈮

◆ 

各
常
任
委
員
会
審
査

　
　
　
　
14
日
㈪

　
　
　
　
　
　
〜
16
日
㈬

◆ 

委
員
長
報
告
・
採
決

　
　
　
　
　
　
　
21
日
㈪

　
10
月
20
日
議
会
活
動
の
一
環
と
し

て
「
千
曲
川
治
水
学
習
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
千
曲
川
緊
急
治
水

対
策
出
張
所
の
西
出
保
所
長
か
ら
、

国
土
交
通
省
の
進
め
て
い
る
「
信
濃

川
水
系
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
つ
い
て
、
長
野
県
北
信
建
設

事
務
所
の
松
林
孝
文
整
備
課
長
か
ら

「
県
管
理
の
千
曲
川
治
水
計
画
（
台

風
19
号
に
よ
る
災
害
復
旧
工
事
等

の
進
捗
状
況
）」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
河
川
整
備
基
本
方
針
と
河
川
整

　
備
計
画

○
千
曲
川
改
修
事
業
の
歴
史

○
千
曲
川
の
地
形
的
特
徴

○
信
濃
川
水
系
の
河
川
整
備
イ
メ
ー
ジ

　（
上
中
流
の
整
備
メ
ニ
ュ
ー
）

○
信
濃
川
水
系
緊
急
治
水
対
策
プ

　
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
・
主
要
対
策
の
進
め
方

　
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

○
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

○
信
濃
川
水
系
緊
急
治
水
対
策
プ

　
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
長
野

　
県
の
行
う
堤
防
整
備
と
内
水
対
策

○
ソ
フ
ト
対
策
事
業
（
危
機
管
理
型

　
水
位
計
・
簡
易
型
河
川
監
視
カ

　
メ
ラ
の
設
置
と
県
管
理
中
小
河

　
川
浸
水
想
定
区
間
図
の
作
成
）

「
千
曲
川
治
水
学
習
会
」
を
開
催

質
疑
応
答

　
10
月
15
日
に
議
会
活
性
化
特
別
委

員
会
を
開
催
し
、
９
月
定
例
会
に
お

い
て
制
定
し
た
「
議
会
基
本
条
例
」
に

基
づ
く
議
会
活
動
の
実
践
に
つ
い
て
、

全
議
員
で
確
認
、
討
論
を
行
っ
た
。
そ

の
後
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
具
体
的

な
検
討
事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
。

◇
議
会
あ
り
方
分
科
会

①
本
会
議
に
お
け
る
質
疑

　
８
月
臨
時
会
よ
り
新
方
式
に
よ
り

実
施
、
課
題
（
質
疑
の
範
囲
、
回
数

制
限
等
）
に
つ
い
て
協
議
。

②
委
員
会
審
査
の
あ
り
方

　
各
委
員
会
審
査
は
、
付
託
さ
れ
て

い
る
議
案
審
査
の
ほ
か
、
各
課
の
事

業
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
所
管

事
務
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
協
議
。

③
一
般
質
問
発
言
通
告

　
一
般
質
問
の
項
目
が
市
民
に
伝
わ

る
よ
う
な
方
法
を
検
討
。

④
議
会
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

　
導
入
効
果
等
に
つ
い
て
研
究
を
行
う
。

◇
広
報
広
聴
分
科
会

①
市
民
と
の
意
見
交
換
会

　
意
見
交
換
会
の
実
施
方
法
に
つ
い

て
協
議
。

②
本
会
議
の
動
画
配
信
　

　
一
般
質
問
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
動
画
配
信
に
つ
い
て
協
議
。

【
質
問
】
蓮
地
籍
で
の
遊
水
地
の
整

備
計
画
と
古
牧
橋
の
架
け
替
え
と
の

関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。

【
説
明
】
遊
水
地
の
整
備
は
、
現
在

千
曲
川
の
上
流
を
含
め
て
５
カ
所
の

遊
水
地
全
体
で
設
計
検
討
し
て
い

る
。
検
討
案
を
と
り
ま
と
め
た
後
に

地
元
の
皆
さ
ん
に
提
示
し
た
い
。
古

牧
橋
の
架
け
替
え
に
伴
う
蓮
地
籍

県
管
理
の
千
曲
川
治
水
計
画

の
国
道
２
９
２
号
の
道
路
事
業
に
つ

い
て
は
、
遊
水
地
事
業
と
連
携
し
て

進
め
た
い
。

【
質
問
】
静
間
地
籍
の
堤
防
計
画
の

概
要
は
ど
う
か
。

【
説
明
】
現
在
設
計
検
討
中
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
あ
る
と
お
り
令
和
６
年

度
を
目
途
に
実
施
し
た
い
。

【
質
問
】
戸
狩
の
河
道
掘
削
の
場
所

と
規
模
は
ど
う
か
。
ま
た
、
湯
滝
橋

付
近
と
大
関
橋
前
後
の
張
り
出
し

の
掘
削
も
必
要
と
思
う
が
。

【
説
明
】
戸
狩
地
籍
先
の
河
道
掘
削

に
つ
い
て
は
、
近
年
に
お
い
て
も
実

施
し
て
お
り
、
定
期
的
に
河
道
断

面
を
確
認
し
、
河
道
掘
削
・
立
木

の
伐
採
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
計

画
的
に
実
施
し
て
行
く
。
河
道
掘

削
の
推
進
に
当
っ
て
は
、
上
下
流
の

バ
ラ
ン
ス
を
十
分
考
慮
し
た
整
備
が

必
要
で
、
段
階
的
・
効
率
的
な
掘

削
計
画
を
検
討
し
て
い
る
。

【
質
問
】
皿
川
の
堤
防
を
千
曲
川
堤

防
と
同
じ
高
さ
に
す
る
計
画
と
の
こ

と
だ
が
、
Ｊ
Ｒ
飯
山
線
の
線
路
の
下

の
流
量
を
ど
の
様
に
確
保
す
る
の
か
。

【
説
明
】
皿
川
の
内
水
対
策
工
法
に

つ
い
て
は
、
堤
防
嵩
上
げ
も
含
め
て

現
在
検
討
中
。
Ｊ
Ｒ
橋
梁
部
の
対

応
は
、
Ｊ
Ｒ
と
調
整
を
進
め
て
決

定
し
て
い
く
。
Ｊ
Ｒ
橋
梁
部
の
対
応

は
、
現
在
決
定
し
て
な
い
が
、
中
野

市
替
佐
駅
に
隣
接
し
た
斑
尾
川
で

の
対
応
事
例
は
参
考
に
な
る
か
と

考
え
て
い
る
。

議
会
活
性
化
特
別

委
員
会
か
ら
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Data file

Reuse

（ひとこと）「宴会の はじめとおわりは お食事を」　乾杯後 30分、お開
き前 10分は食事を楽しみましょう（残さず食べよう！ 30・10運動）

燃えるごみ 燃えないごみ 計 プラスチック
10 月 412㌧ 36㌧ 448㌧ 13㌧

前年同月比 72％ 54％ 70％ 93％

エコパーク寒川
　　　ごみ処理量【10 月】

事故発生件数 死者 傷者
10月末 28 2 29
前年同期 36 0 51

POLICE

飯山市内
交通事故件数【1 月から累計】

交通安全の標語：思いやり  乗せて信濃路  咲く笑顔

飯山 木島平 野沢
温泉 栄 応援協定

区域
管轄
外

計
（件）

火 災 1 0 1 0 0 0 2
救 助 0 0 0 0 0 0 0
救 急 79 17 19 10 5 0 130

岳北消防本部
　出場件数【10 月】

今月の標語： 火のこわさ　歴史も未来も　焼きつくす

飯山市の気象【10 月】 C

５０　　５０

４０　　４０

３０　　３０

２０　　２０

１０　　１０

０　　　０

１０　　１０

２０　　２０

３０　　３０

　　

　　

　　

　　

　　

　　　

　　

　　

　　

※データは長野地域気象観測月報による。観測地点は飯
山地域気象観測所（小沼）。（　）内は平年比。

平 均 気 温 13.2℃ （-0.1℃）
最高平均気温 18.2℃ （-1.1℃）
最低平均気温 8.3℃  （+0.3℃）
日照時間月計 94.8時間 （74％）
降 水 量 月 計 54.0ｍｍ （50％）

飯山市の人口と世帯 【10 月 31 日現在】

（　）内は前月との増減。住民基本台帳による
死亡：27人　転入：40人　出生：9人　転出：52人

男 女 総人口 世帯数

9,905人 10,469 人 20,374人 8,014世帯
（ － 1 5人）（ － 1 5人） （－ 3 0人） （ ± 0世帯）

施設名（地区） 測定日 天候 測定区分 測定値
飯山市役所
（飯山） 10/28（水） 曇 1m 0.06μSv/h

旧岡山小学校
（岡山） 10/28（水） 曇 1m 0.06μSv/h

市内空間放射線量測定値【10 月】
各学校その他の測定地点の数値はホームページで確認でき
ます。測定値は参考値となります。
※基準値（環境省）年間1ｍSv未満 ＝ 毎時0.23μSv未満

▲座卓

暮らしの情報掲示板

QRコードで
ホームページ
をチェック！

不要な方から入用な方への物品の情報提供をしています。ものの大切さを再認識し、まだ使える物を再使用（リユー
ス）することで、ごみを減らし、環境に配慮した循環型社会の形成を目指しましょう。ご連絡いただくと、掲載品
登録者を紹介しますので、当事者間で交渉をしてください。なお、品物の引き渡し後に生じた問題は当事者間で解
決してください。詳しくは、ホームページをご覧ください。

利融通情報（不用品の交換）市民環境課生活環境係☎ 67-0726

◆譲ります（無料）
座卓④　マレットゴルフスティック③　整理タンス②　洋服タンス①　犬小屋①
ポータブルトイレ①　エレクトーン①　シルバーカー①　A型ベビーカー①　食器棚①

◆譲ります（有料）
乗用トラクター前輪タイヤ②　電撃殺虫器①　ガステーブル①　

◆譲ってください（無料）
ジューサー①　シニアカー①　薄型テレビ（32 インチ）①　自転車（大人用）①　　
波トタン　ＭＤメディア
掃除道具収納庫①（有料可）　車イス①（有料可）　保冷庫①（有料可）

富山県    魚 津 市

※アプリの使用料は無料で
すが、通信費は各回線ごと
のご負担となります。※広告
表示されますが、飯山市と
は何ら関係ありません。

ダウンロードはこちら

行政情報アプリ「マチイロ」もう使ってい
ますか。スマホやタブレットでいつでもど
こでも「広報飯山」を見ることができます。
まだ、ご使用になられてない方はこの機会
にぜひインストールをしてみてください。

■お問い合わせ 飯山市役所事業戦略室情報政策係☎62-3111内線 387

　北信濃に広がる風光明媚な「みゆき野」
を題材に、自然や人々の暮らしの風景を絵
画に残していきたいという想いから「みゆき
野の風景画展」は始まりました。四季折々
の景色に接し、訪れる一回限りの瞬間を描いた作品たちは、酒蔵を
改装した古風なギャラリー「中町展示館」に集まることで、２つと
ない「みゆき野の風景」を紡ぎ出します。

■日　程　１１月１４日（土）～１２月１２日まで（土）（※木曜日は休館）
■時　間　午前１０時～午後５時
■場　所　中町展示館（木島平村大字上木島６８０－１）
■お問い合わせ　木島平村芸術文化協会事務局☎0269-82-2041

野　沢
温泉村

木 島
平 村 　第15回 みゆき野の風景画展

ドンドン楽しくなる！
～ 進化するスノーリゾート ～

広
域
情
報みゆき野かわら版

このコーナーでは、飯山市
と観光交流都市協定を締結
した都市の観光情報をご紹
介していきます。

※新型コロナウイルス感染症対策を十分にして、観光を楽しみましょう。

観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報

野沢温泉スキー場
オープニング

フェスティバル
■日時
　12月19日（土）
　　　午前11時～
■場所
　長坂ゴンドラリフト
　　　やまびこ駅前
■お問い合わせ
　野沢温泉スキー場
　☎0269-85-3166

12月 12日（土）から
積雪次第でオープン！

魚津市宿泊割引＆タクシー利用観光割引
魚旅キャンペーン実施中！
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、魚津市内の宿泊
業をはじめとした観光関連事業者は大きな打撃を受けています。そ
こで、新型コロナウイルス感染拡大の予防対策を行っている宿泊
施設等を応援し、地域内の観光需要の回復を図る
ため、以下の事業を実施しています。この機会に
ぜひお得な割引をご利用下さい！なお、キャンペー
ンの詳細については、ＱＲコードまたは魚津市ホー
ムページより「魚旅」で検索ください。

■魚津市宿泊割引事業
　　内　容　　市内宿泊施設の宿泊料金に応じて割引します！

〇１万円以上の宿泊プラン：4,000円割引
〇１万円未満の宿泊プラン：2,000円割引
※GoTo キャンペーンとの併用可。適用後の
料金に応じて割引します。

　対象者　　富山県および近隣県（新潟、長野、石川、岐阜、
福井）在住者

　　実施期間　令和２年 12月 31日まで

■タクシー利用観光割引事業
　　内　容　　少人数や個人で富山県内観光地や物販施設、

食事施設を周遊観光する場合、魚津市内タクシー
事業者を時間制・貸切りでご利用いただければ、
タクシー料金を半額（上限２万円引き）にします！

　　実施期間　令和３年２月 28日まで

■お問い合わせ
　魚津市商工観光課　☎ 0765-23-1025

QRコードで
ホームページ
をチェック！
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種　類 日付等 時　間 場　所 問い合わせ先 内　容

土曜日の証明窓口
毎週土曜日
（ただし祝日を
除く）

午前8時30分～
　　　　　　  正午

市役所１階
市民環境課窓口

市役所市民環境課
☎ 67-0726

・住民票の写し
・戸籍の謄・抄本
・印鑑登録証明書

いじめ電話相談

月曜日から
金曜日まで
（ただし祝日を
除く）

午前9時～
　　　　 午後5時

市役所１階 
相談室

いじめ相談専用電話
☎67-0742 いじめに関する相談。

人権相談 午前８時30分～
　  午後5時15分 法務局飯山支局 法務局飯山支局

☎ 62-2302 人権に関する相談。

人権福祉総合相談 午前8時30分～
　  午後 4時30分

いいやま人権福祉
センター

いいやま人権福祉センター
☎ 81-3101 人権に関する相談。

家庭児童相談
教育相談 午前８時30分～

　  午後5時15分

市役所１階 
相談室

市役所教育委員会事務局
☎ 67-0742 児童や教育に関する相談。

女性相談 　̶ 相談専用電話
☎ 080-1080-9924 女性の皆さんができる相談。

心配ごと相談 毎週水曜日
（要予約） 午前9時～正午

飯山市福祉センター
（本町）

飯山市社会福祉協議会
☎ 62-2840

相談員による心配ごと相談。

総合相談窓口 12 月 21日（月）午前9時～
　　　　 午後3時

女性・人権・家庭・行政・法
律などに関して無料で相談。
午前11時から午後3時は弁
護士による法律相談あり。

成年後見制度
に関する相談

12 月 8日㈫・
22日㈫

午前９時30分～
　午前11時 30分

飯山市福祉センター
（本町）

北信圏域権利擁護センター
☎ 0269-26-2266 成年後見制度に関する相談。

オレンジカフェ 12 月 7日㈪・
14日㈪

午後１時30分～
　　　　 午後3時

保健センター
柳原地区活性化センター

市役所地域包括支援センター
☎ 67-0728

認知症に関する相談（本人、
家族、友人など）について、
どなたでも参加いただけます。

1 火 市議会 議案上程（予定）

2 水 4 カ月児健診・ママサポ

3 木
4 金
5 土
6 日

7 月 オレンジカフェ（保健センター）【38㌻参照】
人権・悩みごと相談所開設日（飯山市公民館）【15㌻参照】 離乳食教室

8 火 成年後見制度に関する相談会【38㌻参照】

9 水 市議会 一般質問（予定） 10ヵ月児健診・ママサポ

10 木 市議会 一般質問（予定）

11 金 市議会 一般質問（予定）

12 土
13 日 第 35回インドアソフトテニス大会（市民体育館）【中止となりました】

14 月 市議会 予算決算常任委員会（予定）
オレンジカフェ（柳原地区活性化センター）【38㌻参照】

15 火 市議会 予算決算常任委員会（予定）

16 水 市議会 総務文教・産業民生常任委員会（予定） 1歳 6カ月児健診・ママサポ

17 木
18 金

19 土 斑尾高原スキー場オープン（予定）
戸狩温泉スキー場オープン（予定）

20 日 第 31回みゆき野卓球大会（市民体育館）

21 月 市議会 委員長報告・採決（予定）
総合相談【38㌻参照】

22 火 成年後見制度に関する相談会【38㌻参照】

23 水 3 歳児健診・健康母乳相談

24 木 出張年金相談 10：00～ 15：00（飯山商工会議所）（要予約）

25 金 廃食用油・古着の回収 9：00～ 11：00（市役所西側車庫） 2カ月児ママの会

26 土                                                                                                                       

27 日
28 月 市役所仕事納め（１月４日仕事始め）

29 火
30 水
31 木

乳幼児健診・予防接種などのご案内　　　
税金など【納期12月 28日・口座振替日12月 28日㈪】
国民健康保険税（6期）介護保険料（9期）後期高齢者医療保険料（6期）
旧統合簡水・斑尾簡水上下水道使用料（10・11月分 /納期 1月 4日）
保育料（12月分）CATV・インターネット使用料（12月分）

各種窓口等のご案内 母子モ 検 索
☆予防接種スケジュール自動作成機能など子育てに役立つ機能満載の「母子モ」をご活用ください。

12月情報カレンダー

暮らしの情報掲示板 暮らしの情報掲示板

　※新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点
　　から中止・延期となる場合があります。

健 マ

健 マ

マ健

ママ会

健 マ

種　類 区　分 日　付 時　間 　内容・対象 等 場　所

乳幼児健診

４カ月児 12月 2日（水）
受付
午後1時から
※対象者には個別でご案内を
　お送りします。

・身長・体重測定
・医師による診察（月齢に
  よる）
・保健師との相談　など

 

飯
山
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
６
７
·０
７
２
７

10カ月児 12月 9日（水）

1歳 6か月 12月 16日（水）

3歳児 12月 23日（水）

集団予防接種 ※当面の間、中止とします。今後については、社会情勢を考慮しつつ、防災無線、
　母子モ（アプリ）等で随時お知らせします。

ママサポート
プログラム

mamaとbabyの
しあわせトーク 12月 2日（水）午前１０時３０分～１１時３０分

※受付１０時～１０時３０分 出産後から生後１歳まで（お
誕生日月の月末まで参加可）
のお子さんをお持ちのお母さ
んが対象となります。リラッ
クスヨガと母乳相談は予約が
必要です。その他は予約は必
要ありません。

※ママサポートプログラムの
内容は状況により変更になる
場合があります。

リラックスヨガ 12月 9日（水）午前１０時～１１時３０分
※受付９時３０分～１０時

学習メニュー
赤ちゃんと遊ぼう 12月 16日（水）午前９時３０分～１１時３０分

※受付９時３０分～１０時

健康相談・母乳相談 12月 23日（水）午前９時３０分～１１時

　　離乳食教室 12月 7日（月）午後２時～ 令和２年 7月生まれのお子さん
をお持ちの方が対象です。

　　　２カ月児ママの会 12月 25日（金）午後２時～３時30分 令和２年10月生まれのお子さんを
お持ちのお母さんが対象です。

健

マ

ママ会



でつながって 市報に写真を載せませんか？

あなたのご自慢の写真に「＃広報飯山」のタグを付けてイ
ンスタグラムにアップしてください。投稿された写真から
数点ほど選んで不定期ですが、掲載させていただきます。
応募の際はホームページ記載の応募方法や応募の注意事項
をお守りください。

あなたも広報専属カメラマン！広報広報広報飯山
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このコーナーに出てみませんか？
「わが家の人気者」に登場していただける２～ 4 歳
ぐらいのお子さんを募集しています。出演していた
だいた方には写真をプレゼント。市役所 事業戦略室 
情報政策係までご連絡を！（☎ 62-3111 内線 387）

一瞬で慣れ親しんだ家、財産、家族の命までも奪う場合が
ある火災。後には、悔やんでも悔やみきれない思いが残り
ます。こんな思いをさせないため、消防士の方たちは日々
活動しています。今回、子どもたちにも広報紙に興味を持っ
てもらえるよう、かっこいい消防士の写真を多く掲載しまし
た。同様に活動されている消防団の皆さんについて、時間
やページの都合で掲載できず申し訳ありません。今後も皆
さんに手に取っていただける広報紙を目指します。久保田

　戦後の美術教育に貢献した河野文夫さん（1908-1991
佐賀県出身）のギャラリー展を開催しています。優れた
色彩感覚と躍動感にあふれた油絵を是非ご覧ください。

▶
真
湯
の
栗
の
木 

１
９
５
２
年

編 集 後 記

美 術 館 情 報 わが家の 人気者

「河野文夫展 - 在りし日の記憶 -」
期間：令和 3 年 3 月末まで　

【お問合わせ】飯山市美術館　☎ 62-1501

【左】弟の藤伍くん【右】姉の蓮花ちゃん

常盤地区　5 歳 4カ月
田中 杷

わ か

花 ちゃん

　お父さんが買ってくれるペロペロキャンディーが
大好きな杷花ちゃん。ハロウィーンにちなみ兄弟三
人で仮装してお出迎えしてくれました。杷花ちゃん
は、アニメ鬼滅の刃のカナヲが好きで、特に戦うと
ころがかっこいいと教えてくれました。「大きくなっ
たらお花屋さんになりたい」と目を輝かせます。
　健康で元気な子に育ってほしいというのがご両
親の願いです。（ご両親：健介さん、梓さん）

QR コードで
ホームページ
をチェック！

umisora
『しなやかに生きる』

fukukita_room
『称念寺』

hiroyuki0919
『復興花火』（綱切橋付近）

naranosika3
『昨日の復興花火』（鷹落山から）


